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学校法人 順正学園 

九州保健福祉大学大学院 

医療薬学研究科 
 



年間行事予定（2019 年度学年暦） 

前 期  

4 月 2 日(火) 在学生・編入生オリエンテーション 

４月 ２日(火)～ ４日(木) 在学生 履修登録期間 

４月 ４日(木) 新入生・編入生オリエンテーション 

４月 ５日(金) 
新入生・編入生オリエンテーション 

新入生統一試験 

４月 ６日(土) 入学宣誓式 

４月 ８日(月) 前期授業開始 

４月 5 日(金)～１2 日(金) 新入生・編入生 履修登録期間 

４月 13 日(土)・14 日(日) 健康診断 

４月１5 日(月)～19 日(金) 履修確認期間 

４月３０日(日) 創立者の日 

５月 １日(火) 祝日 

５月 ２日(水) 国民の休日 

５月 ３日(木) 憲法記念日 

５月 ４日(金) みどりの日、学園創立記念日 

７月１5 日(月) 海の日 通常授業 

８月 ５日(月) 前期授業最終日 

８月 ６日(火)～３１日(土) 夏期休業 

８月 6 日(火)～ 9 日(金) 予備日 

９月 2 日(月)～ 6 日(金) 追試験・再試験 

９月 2 日(月)～１8 日(水) 集中講義・補講 

９月１3 日(金) 前期成績発表 

  

後 期  

９月 19 日(木) 後期オリエンテーション・チューター面談 

９月２0 日(金) 後期授業開始 

９月２3 日(月) 
通常授業（１／１7 大学入試センター試験準備 

休講の振替日） 

９月２0 日(金)～30 日(月) 履修修正期間 

１１月 1 日(金) 九保祭準備のため休講 

１１月 2 日(土)・ 3 日(日) 第２1 回九保祭 

１２月２1 日(土)～２６日(木) 集中講義・補講 

１２月２7 日(金)～ １月 5 日(日) 冬期休業 

 １月１7 日(金) 大学入試センター試験準備のため休講 

１月２９日(水) 金曜日後期１６回目の授業日 

１月２９日(水) 後期授業最終日 

１月３0 日(木)～２月 8 日(土) 予備日 

  

２月１0 日(月)～１4 日(金) 追試験・再試験 

２月１0 日(月)～２２日(土) 集中講義・補講 

３月１９日(木) 学位記授与式 

３月２1 日(土)～３１日(火) 学年末休業 

３月２3 日(月) 後期成績発表 

  
 

授 業 時 間 

 午 前 午 後 

時 限 １時限 ２時限 ３時限 ４時限 ５時限 

時 間 
9:00 10:45 13:10 14:55 16:40 

～ ～ ～ ～ ～
10:30 12:15 14:40 16:25 18:10 

 

この学生便覧には、九州保健福祉大学の学生として、在学中に必要な学則その他事項が

多岐にわたり書かれていますので、よく読んで下さい。 
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創立者 加計 勉 

 
創立者の加計勉(1923 年-2008 年)は、戦後間もない広島の地に立ち、原爆投下で一面焼け野原となった

惨状を目の当たりにし「資源の少ない我が国を復興させるには、まず教育による人材育成が急務である。

大学を目指す若者たちの一人ひとりの能力を引き出し、最大限に伸ばしたい。」との思いから、建学の理

念として「学生一人ひとりのもつ能力を最大限に引き出し引き伸ばし、社会に有為な人材を養成する。」

を掲げました。 
また同時に、世界中の人々と友達になれば戦争なんて起こらないと国際交流を積極的に推進しました。 
 
 
主な設立校等  ※については退任後の設立 
●学校法人順正学園 
 吉備国際大学、九州保健福祉大学、吉備国際大学短期大学部（順正短期大学）、順正高等看護福祉専門

学校、※九州保健福祉大学総合医療専門学校 
 
●学校法人加計学園 
 岡山理科大学、倉敷芸術科学大学、※千葉科学大学、岡山理科大学専門学校、玉野総合医療専門学校、 

岡山理科大学附属高等学校、※岡山理科大学附属中学校 
 

●社会福祉法人 
 順正保育園、（特養）グリーンヒル順正 
 
●学校法人ゆうき学園 
 ゆうき幼稚園 
 
●学校法人広島加計学園 
 英数学館小学校、英数学館中学校、英数学館高等学校 
 
●学校法人英数学館 
●学校法人吉備高原学園 
 吉備高原学園高等学校 
 
 
主な受賞 
・春の園遊会（天皇陛下主催）に招待を受ける 
・藍綬褒章を受ける 
・高梁市より名誉市民に推戴される 
・勲二等瑞宝章を受ける 
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一片の新知見を探す 

 
九州保健福祉大学 
学長 髙崎 眞弓 

 
  皆さんの大学院医療薬学研究科への入学を心からお祝い 

申しあげます． 
         皆さんは、大学を卒業し、優れた知識・技能を持ち、中に

は貴重な実務経験を積まれた方もいるでしょう．そのよう

な皆さんが、さらに高いレベルを目指そうとしていること

に敬意を表します． 
         教職員一同は、皆さん方一人ひとりの能力を最大限に引き 

 
出して、楽しく勉学できるよう全面的に支援いたします． 
 大学院で日進月歩の薬学理論を学ぶことも大切ですが、博士課程の最大の目

的は、未解決の問題に解答を出すことです．ほんの一片でも、世の中に知られ

ていない事実・真実を明らかにすることです． 
 研究課題を探し、研究計画を組み立てて実行するには多大な労力を要します．

実験を繰り返しても、簡単に有為な結果は得られません．そんな中で、ラッキ

ーにも新しい知見を見つけたときは、飛び上がって喜ぶでしょう．しかし、こ

れからがまた大変です．研究結果を論文に仕上げなければなりません．添削に

添削を重ねて論文を完成し、出版元へ送ると、今度は査読者から次々と疑問が

指摘されます．それに一つずつ答える必要があります． 
 諸君の労作は、大向こうをうならせ万雷の拍手を受ける作品かもしれません．

少なくとも、自分の論文が印刷されて手元に届いたときには、天にも昇る感激

を味わえます．研究者は、この興奮・喜びを味わいたくて、また研究に取り組

むのです． 
 労が多ければ多いほど、査読者との往復が多ければ多いほど、思い出深い一

篇とし残ります．研究のこの苦労によって、諸君には白黒をはっきりさせる能

力が備わります．この４年間は、人を大きく成長させます．それが学位の評価

です． 

 



 

「指導的立場に立てる有能な薬剤師を目指して」 

 

             九州保健福祉大学                
副学長・大学院医療薬学研究科長 山本 隆一  

 

 順正学園の設置校である九州保健福祉大学は、「学生一人ひとりのもつ能力を

最大限に引き出し引き伸ばし、社会に有為な人材を養成する」ことを建学の理

念として教育・研究に取り組んでいます。本学の薬学部薬学科では、「薬学教育

モデル・コアカリキュラム」を基盤とした教養教育、基礎薬学、医療薬学、実

務実習の充実した教育課程に加え、独自に「予防薬学」「臨床薬学」の観点から

薬剤師教育をおこなうことで、広く人の健康を考えることができ、生活習慣の

改善や予防食品・予防栄養素等の知識を患者に提供することにより、「患者を中

心とした医療」をサポートできる有能な薬剤師の養成をおこなってきました。

しかし、本学の薬剤師教育をさらに推し進め、限りなく進歩する医療薬学の現場において指導的立場に

立つことができる有能な薬剤師を養成するためには、最先端の研究を実施し新規性の高い学位論文を作

成する大学院でのより高度な教育を通して、高い論理的思考能力を培う必要があります。近年、科学の

発達を放置するのではなく、社会のために最適化していく学問、レギュラトリーサイエンスの概念が提

唱されています。その概念に基づき、多岐にわたる学問領域の知識・情報を最適化して医療の場に提供

できる能力を有し指導的立場に立てる薬剤師が求められています。本学大学院医療薬学研究科では、臨

床現場において指導的立場に立てる薬剤師養成のための教育課程を編成いたしました。本研究科におい

て、自らもつ能力を最大限に引き出し引き伸ばし、指導的立場に立てる有能な薬剤師となられることを

期待します。 
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順 正 学 園 沿 革  
 

昭和 42 年（1967） 学校法人高梁学園設置認可（１月） 

順正短期大学を開設（4月） 

順正高等看護専門学院を開設（9月） 

 

昭和 51 年（1976） 順正高等看護専門学院を順正高等看護専門学校に変更（4月） 

平成 ２年（1990） 吉備国際大学開学（社会学部国際社会学科、産業社会学科を開設）（4月） 

 

平成 11 年（1999） 九州保健福祉大学開学（社会福祉学部東洋介護福祉学科、社会福祉計画学科、臨床福祉学科、保健科

学部作業療法学科、言語聴覚療法学科、視機能療法学科を開設）（4月） 

 

平成 14 年（2002） 九州保健福祉大学通信教育部社会福祉学部臨床福祉学科を開設（4月） 

九州保健福祉大学大学院（通信制）社会福祉学研究科社会福祉学専攻修士課程、保健科学研究科保健

科学専攻修士課程を開設（4月） 

 

平成 15 年（2003） 九州保健福祉大学薬学部薬学科開設（4月） 

九州保健福祉大学大学院社会福祉学研究科社会福祉学専攻修士課程開設（4月） 

九州保健福祉大学社会福祉学部社会福祉計画学科、臨床福祉学科 3 年次編入学定員各 5名開設、臨

床福祉学科保育士養成課程（定員 50 名）開設（4月） 

 

平成 16 年（2004） 九州保健福祉大学大学院（通信制）社会福祉学研究科社会福祉学専攻博士（後期）課程（通信制）保

健科学研究科保健科学専攻博士（後期）課程開設（4月） 

九州保健福祉大学社会福祉学部スポーツ健康福祉学科、福祉環境マネジメント学科を開設（4月） 

 

平成 17 年（2005） 九州保健福祉大学総合医療専門学校開設（4月） 

 

平成 18 年（2006） 九州保健福祉大学薬学部薬学科を６年制に移行、入学定員を 200 名に増員（4月） 

 

平成 19 年（2007） 九州保健福祉大学社会福祉学部臨床福祉学科に臨床福祉専攻、臨床介護専攻、動物療法専攻を設置（4

月） 

九州保健福祉大学社会福祉学部子ども保育福祉学科を開設（4月） 

九州保健福祉大学保健科学部臨床工学科を開設（4月） 

 

平成 20 年（2008） 九州保健福祉大学大学院（通信制）社会福祉学研究科社会福祉学専攻博士（後期）課程を（通信制）

連合社会福祉学研究科社会福祉学専攻博士（後期）課程と名称変更し、吉備国際大学大学院との連合

研究科を開設（4月） 

九州保健福祉大学社会福祉学部臨床福祉学科福祉ビジネス専攻を開設（4月） 

九州保健福祉大学薬学部動物生命薬科学科を開設（4月） 

 

平成 21 年（2009） 九州保健福祉大学社会福祉学部臨床福祉学科臨床心理専攻を開設（4月） 

吉備国際大学大学院（通信制）国際協力研究科国際協力専攻修士課程を（通信制）連合国際協力研究

科国際協力専攻修士課程と名称変更し、九州保健福祉大学大学院との連合研究科を開設（4月） 

九州保健福祉大学社会福祉学部介護福祉学科の募集を停止し、臨床福祉学科臨床福祉専攻に介護福祉

コースを開設（4月） 

 

平成 22 年（2010） 学校法人高梁学園を学校法人順正学園に名称変更（4月） 

九州保健福祉大学視機能療法学別科を開設（4月） 

順正短期大学を吉備国際大学短期大学部に名称変更（4 月） 
 

平成 24 年（2012） 九州保健福祉大学大学院医療薬学研究科博士課程を開設（4月） 

九州保健福祉大学臨床工学別科を開設（4月） 

順正高等看護専門学校を順正高等看護福祉専門学校に名称変更（4月） 

 

平成 25 年（2013） 九州保健福祉大学社会福祉学部スポーツ健康福祉学科に鍼灸健康福祉コースを開設（4月） 

 

平成 27 年（2015） 九州保健福祉大学生命医科学部生命医科学科を開設（4月） 
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九州保健福祉大学大学院学則 
 

 

第 １ 章   総   則 

 

（趣旨） 

第 1条 九州保健福祉大学大学院（以下「本大学院」という。）は、教育基本法及び学校教育法の本旨にのっ

とり、学術の理論及び応用を教授研究し、その深奥を究めて文化の進展に寄与することを趣旨とする。 

 

（課程） 

第２条 本大学院の課程は、博士課程とする。 

 

第 ２ 章   組織、目的及び修業年限 

 

（研究科・専攻及び収容定員） 

第３条 本大学院には、次の研究科及び専攻をおき、収容定員は次のとおりとする。 

 

研 究 科 名 専 攻 名 課 程 入 学 定 員 収 容 定 員 

医療薬学研究科 医療薬学専攻 博士課程  4 名 16 名 

 

（研究科・専攻の目的） 

第４条 本大学院の研究科又は専攻ごとの人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的は次のとおり

とする。 

 

研 究 科 名 専 攻 名 課 程 目   的 

医療薬学研究科 医療薬学専攻 博士課程

医薬品の品質、安全性、有効性を十分

な科学的根拠に基づき、予測、評価、

判断できる能力を有し、それらの能力

を総合的に活用することで薬剤師とし

て最善の職責を果たすことができ、臨

床現場において指導的立場に立てる薬

剤師の養成を目的とする。 

 

（修業年限） 

第５条 医療薬学研究科医療薬学専攻博士課程の標準修業年限は４年とする。 

 

（長期在学年限） 

第６条 医療薬学研究科医療薬学専攻博士課程における最長在学年限は８年とする。 

 

第 ３ 章   学年・学期及び休業日 

 

（学年・学期及び休業日） 

第７条 学年・学期及び休業日は、九州保健福祉大学学則（以下「本学学則」という。）を準用する。 

 

第 ４ 章   授業科目・研究指導及び課程の修了要件 

 

（教育方法等） 

第８条 本大学院の教育は、授業科目の授業及び学位論文の作成等に対する指導（以下「研究指導」という。）

によって行うものとする。 

２ 教育上特別の必要があると認められる場合には、夜間その他特定の時間または時期において授業または

研究指導を行う等の適当な方法によって教育を行うことができる。 
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（授業科目及び単位数） 

第９条 本大学院において開設する授業科目及び単位数は別表Ⅰのとおりとする。 

 

（授業科目の単位の基準） 

第 10 条  授業科目の単位の基準については、本学学則を準用する。 

 

（研究指導） 

第 11 条  本大学院における研究指導の内容等については、別に定める。 

 

（課程の修了要件） 

第 12 条  医療薬学研究科医療薬学専攻博士課程の修了要件は、大学院に 4 年以上在学し、30 単位以上を修

得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、博士論文の審査及び最終試験に合格することとする。ただし、

在学期間に関しては、優れた業績を上げた者については、当該課程に 3 年以上在学すれば足りるものとす

る。 

 

（他の大学院における授業科目の履修等） 

第 13 条  本大学院において、教育上有益と認めるときは、大学院生が本大学院の定めるところにより他の大

学院において履修した授業科目について修得した単位を、本大学院における授業科目の履修により修得し

たものとみなすことができる。 

２ 前項により履修した単位数は、学長が研究科教授会の意見を聴き、10 単位を超えない範囲で、本大学院

において修得したものとして認定する。 

 

（入学前の既修得単位等の認定） 

第 14 条  本大学院において、教育上有益と認めるときは、大学院生が本学研究科に入学する前に、大学院に

おいて履修した授業科目について修得した単位（科目等履修生として修得した授業科目の単位を含む）を、

本大学院において修得したものとみなすことができる。 

２ 前項により修得したものとみなす単位数は、前条第２項における他の大学院において修得した単位数と

合わせて 10 単位（本大学院の科目等履修生として修得した単位 10 単位を含む）を超えないものとする。 

 

（授業科目の単位の認定等） 

第 15 条  授業科目の単位の認定及び学業成績については、本学学則を準用する。 

 

第 ５ 章   学位論文及び最終試験 

 

（学位論文の審査等） 

第 16 条  学位論文の審査については別に定める。 

 

（最終試験） 

第 17 条  最終試験は所定の単位を修得し、かつ、論文の審査に合格した者について行う。 

 

第 ６ 章   学位の授与 

 

（学位） 

第 18 条  本大学院の課程を修了した者に次の学位を授与する。 

医療薬学研究科  博士（医療薬学） 

 

（学位の授与） 

第 19 条  学位の授与に関し必要な事項については、本学学位規程の定めるところによる。 

 

第 ７ 章   入学資格等 

 

（入学の時期） 

第 20 条  入学は学年の始めとする。 
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（入学資格） 

第 21 条  医療薬学研究科医療薬学専攻博士課程に入学することができる者は、次の各号の一に該当し、かつ、

入学選抜により選考された者とする。 

（１）大学の薬学（修業年限が 6年であるものに限る）を履修する課程を卒業した者 

（２）大学の旧 4年制薬学科を卒業し修士課程を修了した者あるいは旧 4年制薬学科を卒業後 3年以 

上経過し、修士課程修了と同等であると本学が認めた者 

（３）外国において学校教育における 18 年の課程を修了した者 

（４）文部科学大臣が指定した者 

（５）外国において学校教育における薬学を履修する課程を修了し、大学における所定の単位を優れた成績

をもって修得したものと本大学院が認めた者 

 

（入学志願） 

第 22 条  前条の規定により入学を志願する者は、所定の入学願書に必要書類及び入学検定料を添えて願い出

なければならない。 

２ 入学願書の受付期間は、別に定める。 

 

（入学選抜・入学手続） 

第 23 条 入学志願者に対しての選抜方法および入学手続に関する事項については、別に定める。 

 

第 ８ 章   入学検定料・入学金及び授業料 

 

（入学検定料・入学金・授業料等の額） 

第 24 条  入学検定料・入学金及び授業料等諸納付金は、別表Ⅱのとおりとする。 

 

（授業料等の納付） 

第 25 条  授業料等の諸納付金は所定の期日までに納入しなければならない。 

２ 所定の期日までに納入を怠っている者は、それを納入するまで授業を受講すること並びに附属図書館備

えつけの図書の閲覧を禁止することがある。 

 

（納付金の返還） 

第 26 条  既納の入学検定料・入学金及び授業料等諸納付金は原則として返還しない。 

 

第 ９ 章   管理運営組織 

 

（大学協議会） 

第 27 条 本学に大学協議会を置く。 

２ 大学協議会に関する規程は、別に定める。 

 

（研究科教授会） 

第 28 条  本大学院医療薬学研究科に研究科教授会を置く。 

２ 研究科教授会に関する規程は、別に定める。 

 

第 10 章    特待生・委託生・科目等履修生、外国人留学生 

特別研究生・研究生 

 

（特待生） 

第 29 条  本大学院に入学した者で、入学試験並びに学部在学中の成績、人物等を総合的に考慮して優秀と判

断された者を特待生とすることがある。 

２ 特待生に関する規程は、別に定める。 

 

（委託生） 

第 30 条  国内の大学・公共団体、またはその他の機関から第 21 条の規定によらないで本大学院の博士課程

の修学を委託される者がある時は、正規の学生の修学に支障を来たさない限り選考の上、委託生として入

学を許可する。 

２ 委託生に関する規程は、別に定める。 
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（科目等履修生） 

第 31 条  本大学院の特定の科目について、履修を願い出た者がある時は、授業に支障を来さない限り選考の

上、科目等履修生としてこれを許可する。 

２ 科目等履修生に関する規程は、別に定める。 

 

（外国人留学生） 

第 32 条  日本国以外に居住する外国人で、本大学院に入学を志願する者があるときは、外国人留学生として

入学を許可する。 

２ 外国人留学生に関する規程は、別に定める。 

 

（特別研究生） 

第 33 条  本大学院に特別研究生を受け入れることができる。 

２ 特別研究生に関する規程は、別に定める。 

 

第 11 章   通 信 制 

 

（通信制） 

第 34 条 本大学院に次の研究科をおく。 

（通信制）連合社会福祉学研究科 

（通信制）社会福祉学研究科 

（通信制）保健科学研究科 

２ 通信制に関する規程は、別に定める。 

 

第 12 章   雑   則 

 

（準用規程） 

第 35 条  この大学院学則に定めるもののほか、学生に関する事項については、本学学則を準用する。 

 

附則  この学則は平成 14 年４月１日から施行する。 

附則  この改正学則は平成 15 年４月１日から施行する。 

附則  この改正学則は平成 18 年４月１日から施行する。 

附則  この改正学則は平成 19 年４月１日から施行する。 

附則  この改正学則は平成 20 年４月１日から施行する。 

附則  この改正学則は平成 21 年４月１日から施行する。 

附則  この改正学則は平成 24 年４月１日から施行する。 

附則  この改正学則は平成 25 年４月１日から施行する。 

附則  この改正学則は平成 27 年４月１日から施行する。 
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別表Ⅰ [授業科目及び、単位数] 

 

本大学院において開設する授業科目及び、単位数は次のとおりとする。 

医療薬学研究科医療薬学専攻博士課程 

科目区分 授業科目 年次 必修 選択 

医
療
薬
学
専
攻
科
目
群 

医 療 倫 理 学 特 論 １ ２  

薬 学 研 究 方 法 特 論 １ ２  

医 療 薬 学 総 合 演 習 ４ ２  

（ 特 別 研 究 ） １～４ ０  

品 
 

 
 

質 

医 療 分 子 機 能 化 学 特 論 １・２・３  ２ 

東 洋 医 薬 学 特 論 １・２・３  ２ 

臨 床 分 析 化 学 特 論 １・２・３  ２ 

応 用 薬 剤 学 特 論 １・２・３  ２ 

医 療 薬 学 基 礎 演 習 Ⅰ １・２・３ ２  

安 
 

全 
 

性 

免 疫 化 学 療 法 学 特 論 １・２・３  ２ 

薬 品 作 用 学 特 論 Ⅰ １・２・３  ２ 

薬 品 作 用 学 特 論 Ⅱ １・２・３  ２ 

医 療 公 衆 衛 生 薬 学 特 論 １・２・３  ２ 

医 療 薬 学 基 礎 演 習 Ⅱ ２・３ ２  

有 
 

効 
 

性 

臨 床 薬 学 特 論 Ⅰ １・２・３  ２ 

臨 床 薬 学 特 論 Ⅱ １・２・３  ２ 

フィジカルアセスメント特論 １・２・３  ２ 

感 染 症 治 療 薬 学 特 論 １・２・３  ２ 

医 療 薬 学 基 礎 演 習 Ⅲ ２・３ ２  
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別表Ⅱ [納付金] 

 一  入学検定料    30,000 円 

 

二  入 学 金    150,000 円 

 

 三  授業料、その他納付金 

 

研究科名 授業料 合 計 

医 療 薬 学 研 究 科 980,000 円 980,000 円 
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九 州 保 健 福 祉 大 学 学 則（抜粋） 
 

 

     第１章  総   則 

（目 的） 

第 1条 本学は、教育基本法及び学校教育法の本旨にのっとり、国際化社会に向けて、介護･福祉・医療・薬学に関する理論及

び社会の問題を教育研究し、応用能力を持つ人格を陶冶することを目的とする。 

 

     第２章  学年・学期及び休業日 

（学 年） 

第 6条 学年は、4月1日に始まり、翌年3月31日に終わる。 

（学 期） 

第 7条 １学年の授業期間は、定期試験等の期間を含め、３５週にわたることを原則とし、１学年を分けて次の２期とする。 

           前期     4月 1日から 9月30日まで 

           後期    10月 1日から翌年 3月31日まで 

 2 前項の学期の開始日及び終了日については、学長は臨時に変更することができる。 

（休業日） 

第 8条 学年中の定期休業日は、次のとおりとする。 

一 日曜日 

二 国民の祝日に関する法律に規定する祝日（祝日が前号と重複する場合はその翌日）のうち学長が定める日 

三 創立者の日  4月30日 

四 創立記念日  5月 4日 

五 夏期休業 

六 冬期休業 

七 学年末休業 

2 前項五から七までの休業日については、学年のはじめまでに学長が定める。 

 3 臨時の休業日は、その都度学長が定める。 
 

     第３章  授業科目及び単位数 

（授業科目の単位の基準） 

第13条 １単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準とし、授業の方法に応じ、当該授

業による教育効果、授業時間外に必要な学修等を考慮して、次の基準により単位数を計算するものとする。 

  一 講義及び演習については、１５時間から３０時間までの範囲で本学が定める時間の授業をもって１単位とする。 

  二 実験、実習及び実技については、３０時間から４５時間までの範囲で本学が定める時間の授業をもって１単位とする。 

（授業の方法） 

第13条の2 授業は、講義、演習、実験、実習若しくは実技のいずれかにより又はこれらの併用により行うものとする。 

2 本学は、文部科学大臣が別に定めるところにより、前項の授業を、多様なメディアを高度に利用して、当該授業を行う教

室等以外の場所で履修させることができる。 

3 本学は、第１項の授業を、外国において履修させることができる。前項の規定により、多様なメディアを高度に利用して、

当該授業を行う教室等以外の場所で履修させる場合についても、同様とする。 

4 本学は、文部科学大臣が別に定めるところにより、第１項の授業の一部を、校舎及び附属施設以外の場所で行うことがで

きる。 
5 前２項に関する規程は別に定める。   
 

     第５章  授業科目の履修単位修得の認定及び卒業及び学位 

（授業科目の履修及び単位の認定） 

第32条 学生は、授業科目を履修し、所定の単位を修得しなければならない。 

2 授業科目を履修した者に対しては、試験又はその他の方法により、第 36 条に基づき学習の評価を行い、合格した者に当該科

目の単位を認定する。 
（学習の評価） 

第36条 成績は１００点をもって満点とし、６０点以上を合格とする。これを公表する場合は、秀（Ｓ）・優（Ａ）・良（Ｂ）・

可（Ｃ）・不可（Ｄ）の評価をもってし、不可（Ｄ）は不合格とする。 

 

     第６章  表彰･懲戒及び除籍 

（表彰） 

第39条 学生が、他の模範となる行為をしたときは、学長が表彰する。 

（懲戒） 

第40条 学生が、本学の諸規則に違反し、学内外の秩序を乱し、その他学生の本分に反する行為をしたときは、学長がこれを懲

戒する。 

2 懲戒の種類は次のとおりとする。 
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    訓 告 

    停 学 

    退 学 

3 前項の退学は次の各号の一に該当する者に対して行う。 

  一 性行不良で改善の見込みがないと認められる者 

  二 学業を怠り、卒業の見込みがないと認められる者 

  三 正当な理由がなく出席常でない者 

  四 学内外の秩序を乱し学生の本分に反した者 

4 停学が引続き３月以上にわたるときは、その期間は修業年限に算入しない。 

（除籍） 

第41条 学生が、次の各号の一に該当するときは、学長が当該教授会の意見を聴き、除籍する｡ 

  一 第 5条   の在学期間修業してなお卒業の認められない者 

  二 正当な理由なく授業料その他の諸納付金納入の義務を怠り、再三の督促を受けてもなお納入しない者 

  三 第27条に定める休学期間をこえてなお修学できない者 

  四 長期間にわたり行方不明の者 

  五 死亡した者 

2 前項第五号については、当該学生の死亡した日をもって除籍とする。 

 

     第８章  保健及び厚生施設 

（保健及び厚生施設） 

第49条 本学に保健施設並びに厚生に関する諸施設を設ける。 

（健康診断） 

第50条 教職員及び学生の健康管理のため健康診断を行う。 

 

第１２章  教職員組織 

（教職員組織） 

第57条 本学に、学長、副学長、学部長、教授、准教授、講師、助教、助手、事務職員及びその他必要な教職員を置く。 

 

     第１３章  大学協議会及び教授会 

（大学協議会） 

第58条 本学に、大学協議会を置く。 

2 大学協議会に関する規程は、別に定める。 

 

     第１４章  通信教育部 

（通信教育部） 

第60条 本学に通信教育部を置く。 

2 通信教育部に関する事項については、別に定める。 

 

第１５章  大学院 

（大学院） 

第61条 本学に大学院を置く。 

2 大学院に関する学則については、別に定める。 

 

     第１６章  附属施設 

（附属図書館） 

第62条 本学に附属図書館を置く。 

2 前項の施設に関する規程は、別に定める。 

（附属薬用植物園） 

第63条 本学薬学部に附属薬用植物園を置く。 

2 前項の施設に関する規程は、別に定める。 

 

 附 則 この学則は平成11年4月1日から施行する。 

 附 則 この学則は平成12年4月1日から施行する。 

     ただし、この改正前に入学した学生は、第11条については従前の規定による。 

 附 則 この学則は平成12年7月１日から施行する。 

 附 則 この学則は平成13年4月１日から施行する。 

     ただし、この改正前に入学した学生は、第12条、第37条については従前の規定による。 

 附 則 この学則は平成14年4月１日から施行する。 

     ただし、この改正前に入学した学生は、第10条第2項並びに第11条第2項については従前の規定による。 

 附 則 この改正学則は平成15年4月1日から施行する。 
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     ただし、この改正前に入学した学生は、第10条、第11条、第12条並びに第37条第1項については従前の規定による。 

附  則 この改正学則は平成16年4月1日から施行する。 

     ただし、この改正前に入学した学生は、第3条、第9条、第10条第1項、第11条第1項並びに第37条第1項及び第2項につ

いては従前の規定による。 

 附  則 この改正学則は平成17年4月1日から施行する。 

    ただし、この改正前に入学した学生は、第9条、第12条、第37条第2項については従前の規定による。 

附 則 この改正学則は平成18年4月1日から施行する。 

ただし、この改正前に入学した学生は、第3条、第4条、第5条、第9条、第10条第3項、 

第11条第3項、第28条、第37条第1項については従前の規定による。 

附 則 この改正学則は平成19年4月1日から施行する。 

ただし、この改正前に入学した学生は、第3条、第9条、第10条第1項及び第2項、第11条第1項及び第2項、 

第12条、第20条第4項、第32条第3項、第37条については従前の規定による。 

附 則 この改正学則は平成 20 年 4月 1 日から施行する。 

ただし、この改正前に入学した学生は、第 3条、第 9 条、第 10 条第 1項、第 11 条第 1項、第 12 条、第 37 条第 1 項

及び第 2項については従前の規定による。 

なお、平成 19 年度に臨床福祉学科臨床福祉専攻及び動物療法専攻に入学した学生は、第 11 条第 1項の別表Ⅱ-（1）

については改正学則を適用する。 

附 則 この改正学則は平成 21 年 4月 1 日から施行する。 

     ただし、この改正前に入学した学生は、第 10 条、第 11 条及び第 37 条については従前の規定による。 

なお、平成 20 年度に動物生命薬科学科に入学した学生は、第 10 条第 3項、第 11 条第 3項及び第 37 条第 4項につい

ては改正学則を適用する。 

また、平成 18 年度、19 年度、20 年度に薬学科に入学した学生は、第 10 条第 3 項、第 11 条第 3 項及び第 37 条第 1

項については改正学則を適用する。 
附 則 この改正学則は平成22年4月1日から施行する。 

    ただし、この改正前に入学した学生は、第3条、第11条第1項及び第12条については従前の規定による。 

附 則 この改正学則は平成23年4月1日から施行する。 

ただし、この改正前に入学した学生は、第11条第１項並びに3項、第36条、第42条、第45条については従前の規定に

よる。 

附 則 この改正学則は平成24年4月1日から施行する。 

ただし、この改正前に入学した学生は、第10条、第11条、第12条、第37条については従前の規定による。 

附 則 この改正学則は平成25年4月1日から施行する。 

ただし、この改正前に入学した学生は、第3条、第11条については従前の規定による。 

附 則 この改正学則は平成 27 年 4月 1 日から施行する。 

ただし、この改正前に入学した学生は、第 1 条、第 3 条、第 9 条、第 10 条、第 11 条、第 37 条、第 38 条、第 59 条

については従前の規定による。 

なお、第 3条の規定にかかわらず、臨床福祉学科の編入学定員は平成 29 年度から適用し、平成 27 年度から平成 29

年度までの間の収容定員は次のとおりとする。 

学 部 ・ 学 科 等 
収 容 定 員 

平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

社 会 福 祉 学 部    

臨 床 福 祉 学 科 512 名 432 名 351 名 

保 健 科 学 部    

臨 床 工 学 科 170 名 180 名 190 名 

薬 学 部    

動 物 生 命 薬 科 学 科 130 名 140 名 150 名 

生 命 医 科 学 部    

生 命 医 科 学 科 60 名 120 名 180 名 

附 則 この改正学則は平成 28 年 4月 1 日から施行する。 

ただし、この改正前に入学した学生は、第 1条、第 3 条、第 9条、第 10 条、第 11 条、第 33 条、第 34 条、第 35 条

、第 37 条については従前の規定による。 

なお、第 3条の規定にかかわらず、平成 28 年度から平成 30 年度までの間の収容定員は次のとおりとする。 

学 部 ・ 学 科 等 
収 容 定 員 

平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 

社 会 福 祉 学 部    

子 ど も 保 育 福 祉 学 科 150 名 100 名 50 名 

附 則 この改正学則は平成29年4月1日から施行する。 

    ただし、この改正前に入学した学生は、第12条については従前の規定による。 

附 則 この改正学則は平成30年4月1日から施行する。 

    ただし、この改正前に入学した学生は、第11条、第12条については従前の規定による。 
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教育課程の概要 
 

「大学名称」九州保健福祉大学 

  Kyushu University of Health and Welfare 

「研究科名称」大学院 医療薬学研究科 

 Graduate School of Clinical Pharmacy 

「専攻名称」医療薬学専攻 

 Doctoral Course in Clinical Pharmacy 

「学位名称」博士（医療薬学） 

 Doctor of Clinical Pharmacy 

 

【教育理念とミッション】 

 本学大学院医療薬学研究科医療薬学専攻(D)では、「医薬品の品質、安全性、有効性を十分な科学的根拠に基づき、予

測、評価、判断できる能力を有し、これらの能力を総合的に活用することで、医療人として最善の職責を果たすことが

でき、臨床現場において指導的立場に立てる医療人を養成する」ことを教育目標とする。 

 

【修了認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）】 

九州保健福祉大学大学院医療薬学研究科医療薬学専攻（以下、「本研究科」）では、本大学院の課程を修め、30 単位

の単位修得と学位論文等の条件を満たし、レギュラトリーサイエンスの概念に基づき、医薬品の品質、安全性、有効性

を十分な科学的根拠により、予測、評価、判断できる能力を有し、これらの能力を総合的に活用することで、医療人と

して最善の職責を果たすことができ、臨床現場において指導的立場に立てるよう、下記の力を身につけた人に対して学

位を授与します。 

（１）臨床現場における倫理観と問題解決能力 

臨床現場における倫理問題を患者、家族、生活者の人権や尊厳に配慮して自己解決し、人の命と健康な生活を守る

ために行動することができる。 

（２）医薬品の品質の予測、評価、判断能力 

医薬品の品質について科学的根拠に基づき予測、評価、判断できる。 

（３）医薬品の安全性の予測、評価、判断能力  

医薬品の安全性について科学的根拠に基づき予測、評価、判断できる。 

（４）薬品の有効性の予測、評価、判断能力 

医薬品の有効性について科学的根拠に基づき予測、評価、判断できる。 

（５）臨床現場における論理的思考能力 

臨床現場において論理的思考をもとにその能力を発揮し、指導的立場に立てる医療人として最善の職責を果たすこ

とができる。 

 

【教育課程編成の方針（カリキュラム・ポリシー）】 

本研究科は、建学の理念および卒業認定・学位授与の方針（ディプローマ・ポリシー）に掲げた目標を達成するため

に、次のような教育内容と方法を取り入れた授業を実施し、教育評価を行います。 

各科目の修学習成果（DP）との関連性、カリキュラム体系・科目間の関連を示すために、カリキュラムの構成図を明

示します。 

１ 教育内容 

（１）倫理観・問題解決能力の構築 

臨床の場における倫理問題を自己解決できる倫理思考能力、さらに、薬学における研究方法に関する多角的な知識

を習得することで臨床現場において発生した問題への対処能力を修得します。 

（２）品質の予測、評価、判断能力の構築 

医薬品の品質について、十分な科学的根拠に基づき予測、評価、判断するための医薬品の特性や分析法に関する知

識を修得します。 

（３）安全性の予測、評価、判断能力の構築 

医薬品の安全性について、十分な科学的根拠に基づき予測、評価、判断するための医薬品の作用機序や公衆衛生に

関する知識を修得します。 

（４）有効性の予測、評価、判断能力の構築 

医薬品の有効性について、十分な科学的根拠に基づき予測、評価、判断するための医薬品の使用法や医薬品に対す

る身体の機能評価に関する知識を修得します。 
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（５）論理的思考能力の構築 

特別研究および論文作成をとおして、臨床現場における論理的思考能力を修得します。 

 

２ 教育方法 

（１）各科目はシラバス（一般目標、到達目標、評価方法、オフィスアワー、授業内容などを示したもの）記載の教育

方法に沿って行います。 

（２）医薬品の「品質」、「安全性」、「有効性」に関する知識の総合的な活用能力の確認のために、段階を追ったプログ

ラムを実施します。 

（３）特別研究および論文のテーマは、研究指導教員の指導の下、将来の進路に捉われることなく純粋な学術的興味に

従い、さらに医薬品の「品質」、「安全性」、「有効性」の独立した３群の区分に捉われることなく、研究指導教員が

取り組んできたこれまでの研究を参考にして討議を重ね決定します。 

 

３ 教育評価 

（１）学期末には、各科目の修得度を確認するために、シラバスに記載の評価方法に沿って合否を判定します。 

（２）修了時には、博士論文本審査および最終試験の合格を求めます。 

 

【入学者選抜の方針（アドミッション・ポリシー）】 

本研究科では、卒業認定・学位授与の方針（DP）及び教育課程の編成・実施の方針（CP）に定める教育を受けるために

必要な、次に掲げる知識・技能や能力、目的意識・意欲を備えた人を求めます。 

 

（１）薬学系専門知識（薬剤師国家試験問題程度）を身につけている。 

（２）「指導的立場に立てる有能な医療人」になりたいという強い意志・向学心を持つ。 

（３）豊かな人間性と医療人として高い資質を持つ。 

 

【九州保健福祉大学大学院医療薬学研究科医療薬学専攻 カリキュラムの構成図】 
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カリキュラム表 
 

医療薬学研究科  医療薬学専攻  博士課程 

科目群 科 目 名 開講年次 必修 選択 備 考 

医
療
薬
学 

専
攻
科
目
群 

医療倫理学特論 １ ２  3科目6単位修得 

薬学研究方法特論 １ ２  

医療薬学総合演習 ４ ２  

（特別研究） １～４ 単位なし  

品
質
科
目
群 

医療分子機能化学特論 １・２・３  ２ 各科目群の必修科

目を含め2科目4単

位以上を選択し、12

科目 24 単位以上修

得 

東洋医薬学特論 １・２・３  ２ 

臨床分析化学特論 １・２・３  ２ 

応用薬剤学特論 １・２・３  ２ 

医療薬学基礎演習Ⅰ １・２・３ ２  

安
全
性
科
目
群 

免疫化学療法学特論 １・２・３  ２ 

薬品作用学特論Ⅰ １・２・３  ２ 

薬品作用学特論Ⅱ １・２・３  ２ 

医療公衆衛生薬学特論 １・２・３  ２ 

医療薬学基礎演習Ⅱ ２・３ ２  

有
効
性
科
目
群 

臨床薬学特論Ⅰ １・２・３  ２ 

臨床薬学特論Ⅱ １・２・３  ２ 

フィジカルアセスメント特論 １・２・３  ２ 

感染症治療薬学特論 １・２・３  ２ 

医療薬学基礎演習Ⅲ ２・３ ２  

必修科目6科目12単位、選択必修科目18単位以上 合計30単位以上修得 

※修了要件は、４年以上在籍し、標記カリキュラム表の通り、必修科目12単位を含め、選択必修科目18単位以上合計

30単位以上を修得し、在籍中に博士論文を提出し最終試験に合格した者。 

 

 

【カリキュラムの内容】 

１）科目履修： 

 本研究科では、レギュラトリーサイエンスの概念に基づき、医薬品の品質、安全性、有効性を十分な科学的根拠によ

り、予測、評価、判断でき、これらの能力を総合的に活用する能力を涵養する。本研究科院生の将来の進路として、(1)

病院薬局勤務希望、(2)調剤薬局勤務希望、(3)病院薬局または調剤薬局勤務を想定しているが、まだ特定していない、

(4)基礎系大学教員や創薬研究者希望等の４つのパターンを想定している。従って、研究指導教員は、入学時に院生の

将来の進路について面談をおこない、必修6科目に加えて推奨履修モデルを提示し選択科目を決定する。 

具体的には、1年次に「医療倫理学特論」と「薬学研究方法特論」2科目（4単位）を必修とし、ここでは、薬剤師

としての臨床の場における倫理問題を自己解決できる倫理思考を習得させ、さらに、薬学における研究方法に関する多

角的な知識を習得することで臨床現場において発生した問題への対処能力を涵養する。 

そして、医薬品の品質、安全性、有効性について科学的根拠に基づき予測、評価、判断できる能力を涵養する科目と

して、①品質、②安全性、③有効性の３群に分類し、各群に主要科目４科目、合計12科目を、さらに、各群における

それらの能力の総合的活用を目指す科目として「医療薬学基礎演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」の3科目を配している。具体的には、

「①品質」科目群では、「医療分子機能化学特論」、「東洋医薬学特論」、「臨床分析化学特論」、「応用薬剤学特論」、を、

「②安全性」科目群では、「免疫化学療法学特論」、「薬品作用学特論Ⅰ・Ⅱ」、「医療公衆衛生薬学特論」を、「③有効性」

科目群では、「臨床薬学特論Ⅰ・Ⅱ」、「フィジカルアセスメント特論」、「感染症治療薬学特論」を専門選択科目として

合計12科目（24単位）を編成し、その中から9科目（18単位）以上修得し、また、「①品質」科目群には「医療薬学

基礎演習Ⅰ」を、「②安全性」科目群には「医療薬学基礎演習Ⅱ」を、「③有効性」科目群には「医療薬学基礎演習Ⅲ」

を必修科目として合計3科目（6単位）を編成し、最終年次の4年次には、安全で効果的な薬物療法を提案できるよう

「医療薬学総合演習」１科目（2単位）を必修科目として配している。 
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２）特別研究： 

 特別研究における論文作成で培われる論理的思考能力は、これらの総合的活用能力を飛躍的に増幅させることで薬剤

師として最善の職責を果たすことができ、臨床現場において指導的立場に立てる薬剤師の養成に極めて重要である。従

って、博士論文の主題は、研究指導教員の指導の下、院生が将来の進路に捉われることなく純粋な学術的興味に従い、

さらに医薬品の品質、安全性、有効性の独立した３群の区分に捉われることなく、研究指導教員が取り組んできたこれ

までの研究テーマを参考にして討議を重ね決定する。即ち、特別研究の目的は、社会に貢献できるより質の高い論文を

作成することであり、その過程の中で院生が高度な論理的思考能力を身につけることにある。 
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履修指導及び研究指導の方法 
 

【履修指導】 

本研究科院生の将来の進路として、(1)病院薬局勤務希望、(2)調剤薬局勤務希望、(3)病院薬局または調剤薬局勤務

を想定しているが、まだ特定していない、(4)基礎系大学教員や創薬研究者希望等の４つのパターンを想定している。

従って、研究指導教員は、入学時に院生の将来の進路について調査をおこない、必修6科目に加えて選択科目の推奨履

修モデルを提示する。 

（１）病院薬局勤務希望者については、高度医療をサポートするための薬物構造活性相関の知識の必要性、また近年病

院薬局の多くでTDMをはじめとする分析機器の導入が進んでいることからそれらの活用を想定して、「①品質」科目群

から「医療分子機能化学特論」、「臨床分析化学特論」の2科目の選択を推奨し、さらにこの群におけるそれらの能力の

総合的活用を目指す必修演習科目「医療薬学基礎演習Ⅰ」を修得する。また、「②安全性」科目群からは、臨床での薬

物療法の基礎となる「薬品作用学特論Ⅰ・Ⅱ」に加えて、高度医療に不可欠な「免疫化学療法学特論」の3科目の選択

を推奨し、さらに必修演習科目「医療薬学基礎演習Ⅱ」を修得する。「③有効性」科目群では、医療現場で必須と考え

られる「臨床薬学特論Ⅰ」に加えて「臨床薬学特論Ⅱ」、薬剤師ベッドサイド業務に対応するための「フィジカルアセ

スメント特論」や「感染症治療薬学特論」の4科目全ての選択を履修し、さらに必修演習科目「医療薬学基礎演習Ⅲ」

を修得する。 

（２）調剤薬局勤務希望者については、地域医療におけるコミュニティー薬局業務が不可欠であることから、「①品質」

科目群では、漢方薬のOTCに関わる「東洋医薬学特論」、「応用薬剤学特論」の2科目の選択を推奨し、さらに、この群

におけるそれらの能力の総合的活用を目指す必修演習科目「医療薬学基礎演習Ⅰ」を修得する。また、「②安全性」科

目群では、臨床での薬物療法の基礎となる「薬品作用学特論Ⅰ・Ⅱ」に加えて地域予防薬学の観点から「医療公衆衛生

薬学特論」の3科目の選択を推奨し、さらに必修演習科目「医療薬学基礎演習Ⅱ」を修得する。「③有効性」科目群で

は、医療現場で必須と考えられる「臨床薬学特論Ⅰ」に加えて「臨床薬学特論Ⅱ」、在宅医療に対応するための「フィ

ジカルアセスメント特論」や「感染症治療薬学特論」の4科目全ての選択を推奨し、さらに必修演習科目「医療薬学基

礎演習Ⅲ」を修得する。 

（３）病院薬局または調剤薬局勤務希望しているが、まだ特定していない者については、将来どちらの勤務に就いても

対応できるよう履修指導をおこないたい。そこで、「①品質」科目群から、「医療分子機能化学特論」、「臨床分析化学特

論」、「応用薬剤学特論」の3科目の選択を推奨し、さらに、この群におけるそれらの能力の総合的活用を目指す必修演

習科目「医療薬学基礎演習Ⅰ」を修得する。また、「②安全性」科目群では、臨床での薬物療法の基礎となる「薬品作

用学特論Ⅰ・Ⅱ」に加えて高度医療に不可欠な「免疫化学療法学特論」の3科目の選択を推奨し、さらに必修演習科目

「医療薬学基礎演習Ⅱ」を修得する。「③有効性」科目群では、医療現場で必須と考えられる「臨床薬学特論Ⅰ」のみ

とし、薬剤師ベッドサイド業務・在宅医療に対応するための「フィジカルアセスメント特論」や「感染症治療薬学特論」

の3科目の選択を推奨し、さらに必修演習科目「医療薬学基礎演習Ⅲ」を修得する。 

（４）基礎系大学教員や創薬研究者希望者については、品質および安全性管理が重要であることから、「①品質」科目

群から、「医療分子機能化学特論」、「臨床分析化学特論」、「東洋医薬学特論」、「応用薬剤学特論」の4科目全ての選択

を推奨し、さらに、この群におけるそれらの能力の総合的活用を目指す必修演習科目「医療薬学基礎演習Ⅰ」を修得す

る。「②安全性」科目群では、臨床での薬物療法の基礎となる「薬品作用学特論Ⅰ・Ⅱ」、「免疫化学療法学特論」、「医

療公衆衛生薬学特論」の４科目全ての選択を推奨し、さらに必修演習科目「医療薬学基礎演習Ⅱ」を修得する。「③有

効性」科目群では、薬剤師ベッドサイド業務・在宅医療に対応するための本学独自の「フィジカルアセスメント特論」

のみ1科目の選択を推奨し、さらに必修演習科目「医療薬学基礎演習Ⅲ」を修得する。 

 

【研究指導】 

博士論文の主題は、研究指導教員の指導の下、院生が将来の進路に捉われることなく純粋な学術的興味に従い、研究

指導教員が取り組んできたこれまでの研究テーマを参考にして討議を重ね、さらに、医薬品の品質、安全性、有効性の

独立した３群の区分に捉われることなく決定する。研究指導では、博士論文が社会により大きく貢献できることを目標

に、可能な限り高いレベルの学術論文作成を目指す。 

 

科目名：（特別研究）単位数：0 

授業の概要・一般目標 (GIO) 

臨床現場において指導的立場に立てる薬剤師には、医薬品の品質、安全性、有効性を含めた様々な業務上の専門性の

高い問題に対処するために、問題点を抽出し検討課題を設定する能力、課題遂行の手法を選択し実施する能力、検討結

果を客観的に評価し総括する能力、さらに、成果を公表し社会に還元する能力が求められる｡博士論文の作成は、それ

らの能力を培い本研究科が目指す有能な指導的立場に立てる薬剤師養成に不可欠なものである。さらに、特別研究で作

成する博士論文は、それ自体、社会への貢献において学術的に充分な新規性が求められる。そこで特別研究では、院生

が将来の進路に捉われることなく、純粋な学術的興味に従い、各研究指導教員が取り組んできたこれまでの研究テーマ
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を参考に討議を重ね、研究指導教員を決定する。博士論文の主題は、研究指導教員の指導の下、医薬品の品質、安全性、

有効性の３群の枠に捉われることなく決定することとし、高いレベルの学術論文を作成することを目標とする。 

 

【特別研究 研究指導教員の研究領域】 

（1 前田 和彦 教授） 

これまで脳死からの臓器移植、安楽死、尊厳死、医療過誤等において、臨床上の医療従事者の倫理観と法的責任につ

いて研究を進めてきた。近年は、従来の研究に加えて、医療従事者(薬剤師を中心として)の資格法上の業務範囲と実際

の医療現場での業務範囲との適合を現場のリサーチ等から比較検討し、医療従事者に必要な倫理観と対応する法制度の

再構築を図るべく研究を進めている。薬剤師等の医薬品使用の安全性等は、対応する専門職の臨床に特化した倫理観と

それを支える法制度の適切な相関関係の中にあるべきとのことを導き出すのが研究の主眼である。 

（2 佐藤 圭創 教授） 

これまで、新規酸化ストレスマーカーの研究として、新規フリーラジカル捕捉剤を用いた電子スピン共鳴有機溶媒抽

出法（特許出願番号2008－57368）を開発してきた。さらに、この方法論を用いて、急性肺障害、緑膿菌肺炎、炎症性

腸炎などの各種疾患動物モデルでの酸化ストレス病態の解析、ヒトインフルエンザ症例での酸化ストレス状態の解析を

行っている。これらの最先端の研究には、酸化ストレス関連の手技だけでなく、大学院生として必要な、細胞培養、免

疫組織化学染色、ウエスタンブロット、PCRなど分子生物学的手法を学び、さらには、研究結果をもとに試行錯誤する

ことで問題解決能力の育成を目指している。 

（3 比佐 博彰 教授） 

これまで神経・体液性腎臓機能調節機構および副腎カテコールアミン放出機構の解析を進めてきた。近年は、虚血再

灌流による臓器障害の発現機序と治療薬の探索に加え、ヒト心臓バイパス手術におけるバイパス血管のセロトニン誘発

れん縮を増強するリスクファクターの解明を進めている。研究方法として、血管収縮反応測定のためのマグヌス法、組

織免疫染色、ウエスタンブロット、ノザンブロット、PCRなど分子生物学手法を用いている。 

（4 山﨑 哲郎 教授） 

これまで生理活性化合物の探索を目的として、尿素誘導体やエンヒドラジンを出発原料とした窒素原子、酸素原子、

イオウ原子等を含む４～７員環の新規複素環化合物の合成および合成法の開発研究を進めるとともにペプチド合成に

必要な脱水縮合剤の合成研究を行ってきた。近年では、遺伝子をターゲットとした新たな機能性核酸誘導体のモノマー、

オリゴマーの合成研究ならびに生理活性を有する新規ジペプチド誘導体の合成研究を進めている。 

（5 髙村 徳人 教授） 

これまで血清中のヒト血清アルブミン(HSA)およびα1-糖蛋白質(AGP)の薬物結合サイトの結合能と薬物生体内分布の

関連やサイトの微環境変化およびHSAの抗酸化能についての研究を進めてきた。近年は、HSAおよびAGPの結合サイト

の経時的な結合変化を患者血清から直接測定するための手法を開発し、その結果に基づき鎮痛薬の効果的な投与方法の

臨床応用を可能としている。さらに病態評価のためのフィジカルアセスメントの手法も取り入れている。これらの経験

をもとに、HASやAGPの解析法および臨床応用についても修得する。研究手法としては、HPLCや円二色による分析法お

よび蛍光プローブ法やUV吸収差スペクトル法などを用いている。 

（6 山本 隆一 教授） 

これまで電位依存性 Na イオンチャネルやインスリン受容体の細胞膜発現調節機構、また血管平滑筋や瞳孔平滑筋緊

張を調節する細胞内シグナル伝達経路の研究を進めてきた。近年は、心臓バイパス手術におけるヒトバイパス血管のセ

ロトニン誘発れん縮を増強するリスクファクターの解明を進めている。研究方法として、血管収縮反応測定のためのマ

グヌス法、組織免疫染色、ウエスタンブロット、ノザンブロット、PCRなど分子生物学手法を用いている。 

（7 松野 康二 教授） 

これまで “健康と環境との係わり”に関する研究を進めてきた。主な研究領域は、毒性学、公衆衛生学、環境科学、

産業衛生学であり、薬毒物および有害化学物質の安全性評価、体内動態解析、遺伝子多型（個人差）による安全性評価

および生体影響（作用機序）の解明に取り組んできた。また、近年は、化学物質の安全性評価のためのバイオマーカー

の検索および農産物中の生理活性成分の検索も進めている。研究を通して、薬毒物の安全性評価のための手技・手法も

修得する。研究手法としては、種々の機器分析技術を用いている。 

（8 黒川 昌彦 教授） 

これまで伝統医薬物やサプリメント等から新規抗ウイルス薬の開発やウイルス感染病態および宿主感染免疫防御機

序の解析に関する研究とともに、遺伝子治療への応用に向けたウイルスベクターの基礎研究を進展させてきた。近年は、

これらの研究に加えQOLの維持・増進に貢献できる研究として、ウイルス感染動物を用いて、胎児期・新生児期環境化

学物質暴露やメタボリックシンドロームによる感染症増悪化現象の立証とその解析研究を進めている。研究方法として、

種々のウイルス感染動物や培養細胞を用いて、病態解析を基盤としてウイルス学的、免疫学的、生化学的、分子生物学

的な種々の手法を用いて、感染病態変化を遺伝子レベルで解析している。 

（9 横山 祥子 教授） 

これまでにプロスタグランジンなど不安定な薬物の分解反応を速度論的に解析し、生体内界面活性物質を使った安定

化を報告した他、新規抗腫瘍活性化合物OSW-1の標的指向化を目的とした表面修飾リポソームを用いたDDS研究を行っ
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てきた。最近では、原子間力顕微法(AFM)の手法を用いて、生体膜表面でのシグナル伝達や細胞認識などの生体界面現

象を解明するとともに、生体膜と薬物の相互作 

用というテーマで薬物の分布状態、選択的集積性の有無、薬物活性、副作用などを目で見える画像として捉えること

にも取り組んでいる。 

（10 鈴木 彰人 教授） 

これまで、薬物血中濃度解析および副作用モニタリングの手法を用いて、処方設計支援を中心とした医薬品適正使用

に関する研究を行ってきた。近年は、日本を含めた主要諸国において、チーム医療で行う臨床栄養管理が重要視される

ようになったことから、薬物療法のみならず栄養療法にまで視点を広げ、脳血管障害回復期における適正な臨床栄養評

価の実施に関する研究を手がけてきた。現在はさらに、侵襲期、特に外科手術時の栄養管理について、新たな栄養指標

として酸化ストレスマーカーを取り入れることを試み、生化学的手法を用いて栄養療法における個別化治療に貢献でき

ることを目指している。 

（11 白﨑 哲哉 教授） 

臨床現場において指導的立場に立てる薬剤師には、医薬品の品質、安全性、有効性を含めた様々な業務上の専門性の

高い問題に対処するために、問題点を抽出し検討課題を設定する能力、課題遂行の手法を選択し実施する能力、検討結

果を客観的に評価し総括する能力、さらに、成果を公表し社会に還元する能力が求められる｡博士論文の作成は、それ

らの能力を培い本研究科が目指す有能な指導的立場に立てる薬剤師養成に不可欠なものである。さらに、特別研究で作

成する博士論文は、それ自体、社会への貢献において学術的な新規性が求められる。そこで特別研究では、院生が将来

の進路に捉われることなく、純粋な学術的興味に従い、各研究指導担当教員が取り組んできたこれまでの研究テーマを

参考に討議を重ね、研究指導担当教員を決定する。博士論文の主題は、研究指導担当教員の指導の下、医薬品の品質、

安全性、有効性の独立した３群の区分に捉われることなく決定することとし、高いレベルの学術論文を作成する。 

（12 河内 明夫 教授） 

これまでめまい・平衡障害の発現機構および GABA やグルタミン酸受容体の関与やその治療薬の探索を進めてきた。

近年は、医薬品適正使用支援のための二次元コードお薬手帳鑑査システムの開発に加え、保険薬局薬剤師業務に関する

薬学教育やその学習意識構造の解析、一般生活者に対する啓発教育など臨床薬学・社会薬学に関する研究を進めている。

研究方法として、ソフトウェアSPSS・AMOSを用いた共分散構造分析など統計学的解析手法を用いている。 

（13 徳永 仁 教授） 

これまで医薬品の適正使用を目指した最適治療法と薬学的評価法に関する研究を進めてきた。具体的には、副作用の

軽減を目指した薬物投与設計に関する研究、副作用を誘発する薬物の体内動態に関する研究及び薬学的評価に関する統

計解析などである。方法としては、HPLC、原子吸光光度計、培養細胞によるトランスポート実験、MTT試験を用いてい

る。 

（14 下堂薗 権洋 教授） 

これまで主に医薬品を適正に、そして安全に使用するために必要な医薬品情報を収集・評価・提供等を行う臨床薬学

研究を行ってきた。その研究のために、様々な医療情報を利活用して医薬品の使用実態調査を行っている。具体的には、

後発医薬品の使用、入院時の持参薬や外来処方せんの処方実態を明らかにし、その対応を研究している。さらに、様々

な医療情報を利活用するために、処方せんの書き方とその用法、注射薬の手技などの標準化に関する研究を行っている。 

（15 大塚 功 教授） 

細胞表層に存在する糖鎖は細胞間情報伝達機構に深く関与しており、これら糖鎖の機能を化学的及び物理的見地から

の解明を目指している。これまでに疑似細胞膜上における糖鎖を原子間力顕微鏡で観察することで、その物理的挙動を

明らかにした。また、糖鎖認識機構を明らかにするための分子ツールを化学合成により開発し、レクチンとの相互作用

解明を目指している。さらに天然由来糖脂質を化学合成することで、新たな糖鎖機能の解明や創薬に繋がる研究を行っ

ている。 

（16 大倉 正道 教授） 

これまで緑色蛍光タンパク質(GFP)を用いた蛍光Ca2+プローブG-CaMPを開発・改良し、イメージングによる神経回路

機能の研究を行ってきた。近年は、さまざまな蛍光プローブの開発・改良とそれらの病態モデル実験系への応用を通じ

て、発症の前兆となり得る微弱な細胞活動異常の検出、発症に至る過程での細胞活動の変容の解明を目指した研究を行

っている。研究手法として、分子細胞生物学、生化学、薬理学、分子間相互作用測定、光学測定、蛍光イメージングな

どを用いている。 

（17 木村 博昭 教授） 

私が薬学部に進んだのは、新しい薬を開発して、多くの人に貢献しようという考えからです。免疫・炎症反応に興味

を持ち、薬学部の学生の時から炎症が関わる病態の発症機構を解明し、新規治療法を開発するために、マウスや細胞を

利用して研究しています。免疫が関わる病態として自己免疫やアレルギーなどの疾患がありますが、最近、糖尿病など

のメタボリック症候群や癌においても免疫が関与することがわかっています。数種類の遺伝子改変マウスや改変細胞を

利用して、標的となる分子がどのように上記の疾患の病態に関わっているかを解明し、新規の治療法を開発する研究を

行っています。 
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（18 鳥取部 直子 准教授） 

これまで生活習慣病モデルラットにおける交感神経調節機構、また循環器系疾患モデル動物を使用した健康食品の安

全性および副作用についての研究を進めてきた。近年は、心臓バイパス手術におけるヒトバイパス血管のセロトニン誘

発れん縮を増強するリスクファクターの解明を進めている。研究方法として、血管収縮反応測定のためのマグヌス法、

組織免疫染色、ウエスタンブロット、ノザンブロット、PCR など分子生物学手法を用いている。 

（19 蒲生 修治 准教授） 

これまで中枢機能、特に空間認知学習の形成に関わる因子の解明を行ってきた。近年は、培養神経細胞および神経幹

細胞などを用いて、神経細胞の機能的成熟や分化調節機構などの研究を進めているほか、インスリンが血管や血小板の

反応性に及ぼす影響についても研究を進めている。研究方法としては、学習行動を評価するための迷路行動実験、免疫

化学染色、ウエスタンブロット、RT-PCRなどの手法を用い、動物個体から分子まで多角的なアプローチを行っている。 

（20 中 良弘 准教授） 

医薬品情報は医薬品の開発、製造、使用のあらゆる過程において存在しており、その量は膨大なものとなる。薬剤師

が医薬品情報による薬物療法支援を行うためには、その膨大な量の情報の中から情報を必要とする人の目的に合わせて

検索、収集、評価、選択、加工といった情報処理を行う必要があり、その情報処理を効率良く正確に行うことが求めら

れている。特別研究では膨大な量の医薬品情報から必要な情報を効率的に抽出するための手法（ニューラルネットワー

ク、統計解析など）を検討し、実例と照らし合わせながら、薬物療法支援に適したデータ抽出法の研究を行う。 

（21 緒方 賢次 准教授） 

これまで薬物の治療効果を高めるための投与計画に関する研究を進めてきた。具体的には薬物血中濃度モニタリン

グ（Therapeutic Drug Monitoring: TDM）に関する研究、タンパク結合置換現象を利用した薬物の遊離型濃度を高める

ための研究である。近年は、ヒトおよび病態モデル動物における薬物の体内動態と薬理効果の関係解析、フィジカルア

セスメントの手法や非侵襲的に病態を評価できる医療機器を用いて薬物の体内動態の変化を簡便に評価する方法の開

発に取り組んでいる。研究手法としては、動物実験、HPLCや蛍光プローブ法などを用いている。 

（22 田原 佳代子 准教授） 

医薬品の中には代謝物に強い毒性がある場合があり、生体内で反応性の高い代謝物を生成することが原因と考えら

れている。このような薬物について、生体内と同一の代謝物を効率よく生成し、検出する方法を開発してきた。生体内

では、反応性代謝物が生体内分子と反応し（このことが毒性に繋がる）、反応性代謝物の単離は行えないため、生体外

で薬物代謝物を生成できる電気化学反応を使ってアプローチしている。今後、反応性代謝物の構造や生体内分子との反

応機構を明らかにし、毒性メカニズムの解明に繋げていく。 

（23 吉田 裕樹 准教授） 

これまで糖尿病などの肥満関連疾患に対する新規予防・改善法開発のために、脂肪組織・細胞や免疫細胞の炎症・

機能制御に対する食品成分や天然物由来成分の有用性評価を行ってきた。さらに近年は、食品成分による免疫細胞の機

能制御を標的としたアレルギー疾患の予防・治療法開発に関する基礎研究を進めている。研究方法は、実験動物や培養

細胞を使い、生化学・分子細胞生物学・免疫学等の実験手法と用いる。これらの研究を通して、食品成分等の疾患に対

する有用性評価と作用機序の解明を目指す。 

（24 甲斐 久博 准教授） 

これまで医薬先導化合物や機能性成分を開拓するために、成分報告の乏しい薬用植物や農作物などの天然資源

から新規生理活性物質の探索を行ってきた。さらに近年は、メタボロミクスを基軸とした薬用植物の品質評価法

を構築する研究に挑戦している。研究方法は、カラムクロマトグラフィーやHPLCを用いた分離精製、NMRや

MS を用いた構造解析、培養細胞や酵素を用いた生理活性評価など広範囲に及ぶ。これらの研究を通して、天然

資源含有成分の医薬品や化粧品への活用および高精度なスクリーニングツールの開発を目指す。 
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オリエンテーション オリエンテーション オリエンテーション オリエンテーション

・研究テーマおよび修了後の

進路希望の聴取

・履修指導

・研究指導教員の決定

・研究指導教員の指導 ・研究指導教員の指導 ・研究指導教員の指導

科目履修 科目履修 科目履修 科目履修

研究指導(特別研究) 研究指導(特別研究) 研究指導(特別研究) 研究指導(特別研究)

・研究テーマの確定

・研究計画書の作成

・倫理審査会又は動物実験委

員会での審査

・研究実験方法等指導

・研究の実施、データ収集

・研究実験方法等指導

・研究の実施、データ収集

・研究の実施、データ収集

・研究データの整理

・論文を執筆

・論文を執筆

研究テーマ・計画報告 研究結果報告 研究結果報告 論文投稿

研究進捗状況報告書投稿 研究進捗状況報告書投稿 研究進捗状況報告書投稿

・医療薬学研究科へ提出 ・医療薬学研究科へ提出 ・医療薬学研究科へ提出

・予備審査

・本審査

・最終試験

・公開研究成果報告会 ・公開研究成果報告会 ・公開研究成果報告会

論文審査・最終試験

4 年 間 の 流 れ
1年次 2年次 3年次 4年次

 

 

 研究指導教員は博士論文の進捗状況の報告・確認を適宜求める等の密な指導により、研究水準の確保に努める。1年

次前期には、研究テーマを確定し、研究計画書を作成する。具体的に、院生は自ら総合的な情報収集を図り、研究指導

教員との討議のうえで博士論文の主題を決定し、さらに、研究結果を予測することにより研究計画を策定する。１年次

前期末、研究主題・研究計画は、院生と大学院教員が出席する大学院研究報告会で発表し、研究指導教員のみならず研

究科委員会の全教員によって、研究の新規制、妥当性等について討議し、指導を行う。研究指導教員は、個別に研究・

実験方法等の指導を行う。院生は研究を実施、研究データ収集を開始する。２年次～３年次、院生は研究を進めていく

が、毎年前期末に開催される大学院研究報告会において成果を発表し、その妥当性について討議される。各年度の大学

院研究報告会の後、院生は研究進捗状況報告書を医療薬学研究科委員会に提出しなければならない。院生は、策定し

た研究計画に基づき実験・調査を実施して充分な研究データを収集し、収集した研究データを科学的根拠に基づき評

価・判断して博士論文作成に必要な情報の取捨選択をおこない、３年次～４年次では研究指導教員との緊密な連携の下

で第１著者として博士論文を執筆することとなる。作成された論文は、研究科委員会で承認されている権威ある学術雑

誌に発表しなければならない。雑誌編集部からの最終原稿掲載許可が得られた後、院生は当該論文を博士論文として学

長に博士論文審査請求を行う。予備審査は、主査・副査の予備審査委員により非公開で実施する。予備審査合格後に公

開の博士研究成果発表会を開催し、研究科委員会で本審査を行う。 

 



 21 

担当教員一覧 
 

 

研究領域 職 名 氏   名 担当授業科目名 

品
質
分
野 

教授 山﨑 哲郎 

薬学研究方法特論 

医療薬学総合演習 

（特別研究） 

医療分子機能化学特論 

臨床分析化学特論 

医療薬学基礎演習Ⅰ 

教授 横山 祥子 

医療薬学総合演習 

（特別研究） 

応用薬剤学特論 

医療薬学基礎演習Ⅰ 

教授 大塚 功 

（特別研究） 

医療分子機能化学特論 

東洋医薬学特論 

応用薬剤学特論 

医療薬学基礎演習Ⅰ 

准教授 田原 佳代子 

薬学研究方法特論 

（特別研究） 

臨床分析化学特論 

医療薬学基礎演習Ⅰ 

講師 渡邉 暁子 
医療分子機能化学特論 

医療薬学基礎演習Ⅰ 

講師 堤 敏彦 
応用薬剤学特論 

医療薬学基礎演習Ⅰ 

講師 渥美 聡孝 

東洋医薬学特論 

薬学研究方法特論 

医療薬学基礎演習Ⅰ 
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研究領域 職 名 氏   名 担当授業科目名 

安
全
性
分
野 

教授 比佐 博彰 

薬学研究方法特論 

医療薬学総合演習 

（特別研究） 

薬品作用学特論Ⅰ 

薬品作用学特論Ⅱ 

医療薬学基礎演習Ⅱ 

教授 山本 隆一 

医療薬学総合演習 

（特別研究） 

薬品作用学特論Ⅰ 

薬品作用学特論Ⅱ 

医療薬学基礎演習Ⅱ 

教授 松野 康二 

医療薬学総合演習 

（特別研究） 

臨床分析化学特論 

医療公衆衛生薬学特論 

医療薬学基礎演習Ⅱ 

教授 木村 博昭 

医療薬学総合演習 

（特別研究） 

医療公衆衛生薬学特論 

医療薬学基礎演習Ⅱ 

教授 黒川 昌彦 

医療薬学総合演習 

（特別研究） 

免疫化学療法学特論 

医療公衆衛生薬学特論 

医療薬学基礎演習Ⅱ 

感染症治療薬学特論 

医療薬学基礎演習Ⅲ 

教授 白﨑 哲哉 

医療薬学総合演習 

（特別研究） 

医療公衆衛生薬学特論 

医療薬学基礎演習Ⅱ 

教授 大倉 正道 

医療薬学総合演習 

薬学研究方法特論 

（特別研究） 

薬品作用学特論Ⅰ 

薬品作用学特論Ⅱ 

医療薬学基礎演習Ⅱ 

准教授 鳥取部 直子 

（特別研究） 

薬品作用学特論Ⅰ 

薬品作用学特論Ⅱ 

医療薬学基礎演習Ⅱ 

准教授 蒲生 修治 

薬学研究方法特論 

（特別研究） 

薬品作用学特論Ⅰ 

薬品作用学特論Ⅱ 

医療薬学基礎演習Ⅱ 

准教授 吉田 裕樹 

免疫化学療法学特論 

医療薬学基礎演習Ⅱ 

感染症治療薬学特論 

准教授 甲斐 久博 
医療公衆衛生薬学特論 

医療薬学基礎演習Ⅱ 
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研究領域 職 名 氏   名 担当授業科目名 

有
効
性
分
野 

教授 佐藤 圭創 

医療倫理学特論 

医療薬学総合演習 

（特別研究） 

免疫化学療法学特論 

医療薬学基礎演習Ⅱ 

感染症治療薬学特論 

医療薬学基礎演習Ⅲ 

フィジカルアセスメント特論 

教授 鈴木 彰人 

医療倫理学特論 

医療薬学総合演習 

（特別研究） 

応用薬剤学特論 

医療薬学基礎演習Ⅰ 

臨床薬学特論Ⅰ 

臨床薬学特論Ⅱ 

医療薬学基礎演習Ⅲ 

教授 髙村 徳人 

医療薬学総合演習 

（特別研究） 

フィジカルアセスメント特論 

医療薬学基礎演習Ⅲ 

教授 下堂薗 権洋 

医療薬学総合演習 

（特別研究） 

臨床薬学特論Ⅰ 

臨床薬学特論Ⅱ 

医療薬学基礎演習Ⅲ 

教授 河内 明夫 

（特別研究） 

臨床薬学特論Ⅰ 

臨床薬学特論Ⅱ 

医療薬学基礎演習Ⅲ 

教授 徳永 仁 

（特別研究） 

臨床分析化学特論 

医療薬学基礎演習Ⅰ 

フィジカルアセスメント特論 

医療薬学基礎演習Ⅲ 

准教授 緒方 賢次 

（特別研究） 

フィジカルアセスメント特論 

医療薬学基礎演習Ⅲ 

講師 園田 純一郎 

臨床薬学特論Ⅰ 

臨床薬学特論Ⅱ 

医療薬学基礎演習Ⅲ 

講師 日髙 宗明 

応用薬剤学特論 

医療薬学基礎演習Ⅰ 

臨床薬学特論Ⅰ 

臨床薬学特論Ⅱ 

医療薬学基礎演習Ⅲ 



 24 

 

研究領域 職 名 氏   名 担当授業科目名 

そ
の
他 

関
連
分
野 

教授 前田 和彦 
医療倫理学特論 

（特別研究） 

准教授 中 良弘 
薬学研究方法特論 

（特別研究） 
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時間割・研究指導教員及び修了要件 

 

【医療薬学研究科医療薬学専攻 開講時間割表】 

 １年次前期には、（Ａ）または（Ｂ）のどちらかの必修科目を必ず履修すること  （Ａ）（Ｂ）は同時開講される 

 

【研究指導教員の決定】 

 博士論文の作成は、論理的思考力を培い医療薬学における総合的な知識の活用能力を増大させることを目的としてお

り、本研究科が目指す有能な指導的立場に立てる薬剤師養成に不可欠なものである。さらに、特別研究で作成する博士

論文は、それ自体、社会への貢献において学術的な新規性が求められる。そこで入学時の研究指導担当教員の決定にお

いては、院生が将来の進路に捉われることなく、純粋な学術的興味に従い、各研究指導担当教員が取り組んできたこれ

までの研究テーマを参考にして討議を重ねることにより決定する。 

 

【学位審査体制・修了要件】 

学位審査体制は、予備審査、博士研究成果発表会、本審査、最終試験からなる。本研究科課程の修了要件としては、

4年間の学修期間をもって研究科が指定した所定の単位（30単位以上）修得を満たし、かつ博士論文本審査および最終

試験に合格することとする。学位申請者は、本研究科在学中に博士論文として本研究科が認定する権威ある学術雑誌に

１編以上論文発表すること。または当該論文の掲載が受諾されている場合はこれを可とすることができる。当該論文は

単著または学位申請者が筆頭著者でなければならない。本研究科が認定する「権威ある学術雑誌」とは、厳密な査読制

度を有するインパクトファクター(IF)を持つ国際英語学術雑誌を基準とする。その他の学術雑誌（査読有）については、

当該論文投稿前に研究科委員会において別途審議し認定する。 

予備審査：研究科委員会が委嘱する予備審査委員が、学位申請者の出席を求め非公開で予備審査を行う。予備審査

委員は、主査１名及び副査３名を原則とする。研究指導教員は、主査になることはできない。予備審査において、

予備審査委員は博士論文の内容審査をおこなうと共に、学位申請者に当該論文内容のプレゼンテーションを課し、

研究の新規性・社会貢献(60%)、プレゼンテーション能力(20%)、論理的思考能力(20%)等の評価を行う。 

博士研究成果発表会：研究科委員会で、予備審査委員主査の報告に基づき本審査に付すことが承認された場合、研

究科長は、予備審査合格者による博士研究成果発表会を公開で行う。 

本審査：博士研究成果発表会終了後、研究科長は研究科委員会を招集し、同研究科構成員の３分の２以上の出席を

得て本審査を行う。本審査では、研究の新規性・社会貢献(60%)、プレゼンテーション能力(20%)、論理的思考能力

(20%)等を総合的に評価して合否を議決しなければならない。研究科委員会での本審査合格の議決は、出席者の３分

の２以上の同意を要する。 
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最終試験：本審査の前までに、科学領域英語の最終試験に合格していなければならない。 

最終試験は、第1部（英語読解問題）、2部（英作文問題）からなる。第1部は2年次より、第2部は予

備審査申請後より受験可能であり、合格後の有効期間は、第1部は3年とし、第2部は１年とする。 
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博 士 論 文 
 
 

  研究計画書・研究進捗状況報告書・博士論文のあり方 
 
 

１） 様式・・・・ワープロソフトにより別紙の様式で作成して下さい。 
 
 

２） 研究計画書の字数・・・・1000 字以内で作成して下さい。 
 
 

３） 提出方法および提出先・・・・署名捺印の上、教務課に提出して下さい。 
 
 

※ 作成にあたっては、研究指導教員と充分に内容を協議の上提出して下さい。 
 
 
 
 
博士論文のあり方について 
 

 本博士課程在学中に博士論文として本研究科が認定する権威ある学術雑誌に１編以上論文発表

すること。または当該論文の掲載が受諾されている場合はこれを可とすることができる。当該論文

は単著または学位申請者が筆頭著者でなければならない。本研究科が認定する「権威ある学術雑誌」

とは、インパクトファクター(IF)を持つ国際英語学術雑誌を基準とする。その他の学術雑誌（査読

有）については、当該論文投稿前に研究科委員会において別途審議し認定する。 
 
 
博士論文提出までの流れ 
 
１．「研究計画書」1 部の提出（1 年前期初旬） 
２．「研究進捗状況報告書」1 部の提出（2 年～4 年の前期中旬） 
３．学位審査申請時の提出書類（4 年次の 11 月末日） 
  ①「研究進捗状況報告書」6 部 
  ②「学術雑誌発表論文（最終稿 A4 原稿と別刷り）」6 部 
  ※オープンアクセス雑誌の場合は別刷りのみ 6 部 
  ③「学術雑誌掲載証明書」1 部 
  ④「学位授与申請書」1 部 
  ⑤共著者の「同意承諾書」1 部 
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   年   月   日 

 

研 究 計 画 書 
 
九州保健福祉大学大学院 
医療薬学研究科長 殿 
 

下記の通り研究計画書を提出いたします。 
 
 

              学生番号 
氏  名            印 

 
 
研究課題 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※ 記入欄に記入できない場合は、別に用紙を添付して下さい。 
 
 
  指導教員氏名                印 
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年   月   日 
 

研 究 進 捗 状 況 報 告 書 
 
 

九州保健福祉大学大学院 
医療薬学研究科長 殿 
 
 
 

 

学生番号： 氏名： 指導教授： 

【研究題名】 

 

【投稿予定雑誌名】 

 

【要  旨】 
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学 位 授 与 申 請 書 

 
 
九州保健福祉大学 学長 殿 
 
 
 
 
 
 九州保健福祉大学学位規程第 15 条に基づき、博士（医療薬学 Doctor of Clinical Pharmacy） 
 
の学位の授与を受けたく、下記書類を添えて申請いたします。 
 
 
 
 
 
 

記 

 
 
 
 
 
 
        1. 博士論文（審査に使用する論文） 6 部 
 
        1. 論文内容の要旨（研究進捗状況報告書） 6 部 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                            年  月  日 
 
 
                     九州保健福祉大学大学院医療薬学研究科 

医療薬学専攻 博士課程 
 
 
                        氏名           印 
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同 意 承 諾 書 

 
九州保健福祉大学 
 医療薬学研究科長 殿 
 
 
 
 
 
 私と共著の下記学術誌掲載論文を、      氏の学位論文とすることを承諾致します。 
 
 
 
 
 

記 
 
 
 
 
 
論文タイトル： 
 
 
 
 
著者： 
 
 
 
 
掲載雑誌：                  巻   ～  頁    年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                   年   月   日 
 
 

              共著者署名 
 

                   氏名               印 
 
 
 



担当 秀でている 基準に達している 基準要素を獲得している 基準に達していない

オリジナルデータは、指導教員等
の管理する公的な場所に適切に
保存され、論文提出後の照会や検
証に即時対応可能である

オリジナルデータは、学位申請者
個人によって確実に保存されてお
り、論文提出後の照会や検証にも
対応可能である

適切に保存できていないオリジナ
ルデータが一部存在するが、それ
を除外しても同じ結論を導き出せ
る

結論を導くためのデータが適
切に保存できていない

該当なし

研究に関わる倫理上の問題につ
いて、十分に考慮し、該当する倫
理委員会の承認等、必要な対応を
済ませた上で研究活動を行ってい
る

該当なし

研究活動の一部もしくは全て
において、研究に関わる倫理
上の問題につき該当する倫理
委員会の承認等、必要な対応
がなされていない

該当なし
論文中に剽窃部位は無く、他の論
文からの引用も適切な方法によっ
て行われている

該当なし

論文中に明らかな剽窃箇所が
認められる
使用されている図表に、無断
引用されたものがある
以前発表したデータの使い回
しがある

指導教員等がほとんど介入するこ
となく学位論文を作成できる

学位論文作成にあたり、指導教員
等による多少の介入を要した

学位論文作成にあたり、指導教員
等の大幅な介入を要した

学位論文を作成できていない

言葉遣いや声の大きさ、抑揚、話
すスピード等が適切であり、他者
に伝わるように工夫されている（10
点）

話し方に工夫が感じられ、話して
いる内容は概ね理解できるが、一
部の専門用語に対する説明が不
十分である（7点）

言葉遣いや声の大きさ、抑揚、話
すスピード等が適切とは言えず、
話している内容のかなりの部分が
聞き取りにくい
または、専門用語が多用され、他
分野の研究者には理解が難しい
（2点）

話している内容がほとんと聞
き取れない
何が言いたいのかよくわから
ない

規定時間ジャスト～1分前に発表
を終えた（3点）

規定時間の1分～2分前に発表を
終えた（2点）

規定時間を2分～5分残して発表を
終えた（1点）

規定時間を超えた
規定時間の5分以上前に発表
を終えた

結果をわかりやすく表現するため
に、適切な図表等が示されてお
り、配色や文字の大きさなども見
やすく工夫されている（7点）

文字が小さいなど見づらいものも
あるが、結果をわかりやすく表現
するために必要な図表等がおおよ
そ示されている（4点）

必要とはいえないスライドがあった
り、逆に必要な図表が欠けている
ため、理解しにくい部分がある（1
点）

結果を表現するために必要な
図表等がほとんど示されてい
ない

質問の意図を正しく理解し、信頼
できる根拠に基づいて論理的に応
答している（15点）

応答の内容は信頼できる根拠に
基づいた適切なものであるが、質
問された内容と少しずれている
（10点）

回答の内容の一部に論理の破た
んがある
質問の意図に沿った応答をしてい
るものの、根拠の信頼性に疑問が
残る（5点）

回答の内容の大部分が非論
理的である
応答が質問の意図に沿ってい
ない

質問終了後、即座に応答している
（5点）

質問終了後、少し経ってから応答
している（3点）

質問終了から応答開始までかなり
時間がかかる（1点）

質問に答えられない

2016年度版

学位論文の水準
インパクトファクター (IF) 1.0以上
の英文雑誌に、筆頭著者として原
著論文を発表した（15点）

IF 1.0未満の英文雑誌、またはそ
れと同等の価値があると医療薬学
研究科委員会にて認定された雑
誌に、筆頭著者として原著論文を
発表した（10点）

何らかの活字媒体に、筆頭著者と
して原著論文を発表した（5点）

評価者は、本ルーブリック表で評価できないディプロマポリシー
の観点を最終評価に反映させて合否の投票を行う

　　　評価日　　　　　　　　年　　　　月　　　　日
　　　評価者氏名

医療薬学分野におけ
る重要性

研究方法の妥当性

解釈

すでにほぼ同様のテーマの先行
研究があるが、独創性を有する部
分もある（2点）

関連する先行研究に当該論文と
類似するテーマがないわけではな
いが、当該論文には独創性が認
められる（7点）

発表時間

研究目的を達成するために最もふ
さわしいと考えられる研究方法を
選択している（5点）

研究目的を達成するのに適してい
ると考えられる研究方法を採用し
ている（3点）

研究目的を達成するのにふさわし
い研究方法であるか些か疑問で
ある、または他にもっと適切な方
法がある（1点）

プレゼン技術

九州保健福祉大学大学院　医療薬学研究科　学位審査ルーブリック表 （　予備審査　・　本審査　） 学位申請者氏名

A
 

指
導
教
員

（
学
位
申
請
の
是
非
を
判
断

）

事前承認

剽窃

論文作成能力

項目

倫
理
性

データ、資料の管理・保存

すでに、同様のテーマの先行
研究が存在しており、独創性
は認められない

C
 
プ
レ
ゼ
ン
能
力

（
2
割

）

D
 

論
理
的
思
考
能
力

（
2
割

）

論理性

即時応答力

研究目的と研究方法が合致し
ていない

研究目的と結果との
整合性

研究目的を完全に満たす研究結
果が示されている（10点）

示された研究結果は、研究目的を
概ね充足している（8点）

筆頭著者として論文を発表し
ていない。または、筆頭著者と
して現在論文を投稿中だが、
その採否が決定していない

主
査
・
副
査

（
予
備
審
査
に
て
B
・
C
・
D
を
す
べ
て
評
価

）
/
医
療
薬
学
研
究
科
担
当
教
員

（
原
則
と
し
て
口
頭
発
表
に
て
C
・
D
を
評
価

）

B
 

新
規
性
・
社
会
貢
献
性

（
6
割

）

参考文献や得られたデータに基づ
いて客観的で公平な解釈をおこ
なっており、かつ予想や仮説に一
致しないデータにも論理的な解釈
を加えている（10点）

参考文献や得られたデータに基づ
いて客観的で公平な解釈をおこ
なっているが、予想や仮説に一致
しないデータは例外として除外し
ている（6点）

結果の解釈そのものに歪曲はな
いが、自身の予想や仮説に一致
するものだけを重要データと捉え
ている箇所がある（2点）

自身の予想や仮説に一致する
ものだけを報告している
結果の解釈そのものに歪曲が
ある

研究で明らかにする内容が明確に
示され、その研究成果が医療薬学
分野における課題の解決に直結し
ている（10点）

研究で明らかにする内容が明確に
示され、その研究成果が医療薬学
分野における課題の解決につな
がり得る（7点）

研究で明らかにする内容は明確で
あるが、その研究成果が医療薬学
分野における課題の解決にあまり
寄与しない（2点）

研究で明らかにする内容が不
明確である
その研究成果が医療薬学分
野における課題と関連しない

オリジナリティ
関連する先行研究を網羅した上
で、当該論文のテーマの独創性を
明確に示している（10点）

示された一部の研究結果が、研究
目的から逸脱している（2点）

示された研究結果が、研究目
的と乖離している

スライド

32
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学生番号と学生証 
 

学生番号は、入学時に交付される学生証に記入されている番号のことで、この番号は、

各種証明書発行、単位認定試験受験等、九州保健福祉大学事務室で行うすべての手続き

について必要です。 
 修了後も証明書交付等の手続きに必要なため、間違いのないように、記憶しておいて下さい。 
 なお、本学大学院の学生番号の数字７桁には下記の意味があります。 
 
《2019 年度の場合》 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 学生証は九州保健福祉大学の学生であることを証明するもので、常時携帯して下さい。 
 学生証がないと、学割その他の証明書の交付が受けられず、単位認定試験も受けるこ

とができません。 
（１） 学生証は他人に貸与または譲渡することはできません。 
（２） 学生証を紛失したときは、学生課に直ちに紛失届けを提出し再交付を受ける手続きをして下さ

い。 
（３） 学生証は、教職員の請求があったときは、いつでもこれを呈示しなければなりません。 
（４） 学生証は、修了･退学または除籍された場合には学生課に返却して下さい。 

 

学生への連絡 
 

Universal Passport とは、個々の学籍・履修・成績等の情報を閲覧できるポー

タルサイトのことです。本学から学生への通知、連絡は、原則として Universal 

Passport にて行います。 

 別に配布するマニュアルを参照の上、しっかり活用して下さい。 
                            

 

健 康 管 理 
 

保健室では、病気やけがに対しての救急処置ならびに必要に応じて健康相談を行います。

また、大学は『内外学習センター』の学生教育研究災害障害保険の賛助会員になってい

ます。学内において負傷した場合で同保険に加入しているものは申し出てください。 
 また、学生の健康については、学校保険法に基づき毎学年始めにレントゲン撮影や校医の検診などの

健康診断を本学で実施します。実施日にやむを得ず受信することが出来なかった学生は指示により健康

診断を完了してください。 
 
 

心の健康を保つために、専門医・臨床心理学のカウンセラーによる「健康管理セ

ンター」が設けられ、相談に応じています。青年期や学生生活を送っていく過程

には、いろいろな心配事や心の悩みがあるものです。 
 なお、プライバシーには十分配慮しますので、気軽に利用下さい。 
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大学院室 
 
４号棟３階に大学院室を設け、机･椅子等の基本的設備を備えています。 
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図 書 館 
 

 

 

本学の図書館は、保健、医療、福祉系および一般教養の図書、雑誌を中心に所蔵し、閲覧、貸出しサービスをはじめ、国内外

の文献の情報検索、学外資料の収集サービス、複写サービスなどを行っています。 

下記の利用案内に示すルールに従って充分に活用して下さい。 

 

利 用 案 内 
 

1．開館時間 
平 日  9：00～20：00（学生休業期間中 9：00～17：00） 

土日祝日  9：00～18：00 

（注）その他開館時間の変更については、図書館ホームページ（http://lib.jei.ac.jp/phoenix/）、館内掲示にてお知ら

せします。 

 

2．貸出冊数と期間 
学 生  10 日間  5 冊以内 

教 職 員  60 日間  冊数制限なし 

（注）1．休暇中および実習期間中は長期貸出を行います。 

2．延滞者には、一時的に貸出を制限します。 

 

3．本の借り方、返し方 
（1）本の借り方 

ｱ）借りたい本と学生証をカウンターに持って来て下さい。 

ｲ）館員が本と学生証を確認して、返却予定日を知らせます。 

ｳ）同じ本を続けて借りる時（継続貸出）は、貸出期限内に本と学生証を持って来て下さい。ただし、延滞者には、継続貸

出はできません。また、その本が予約されている場合も継続貸出はできません。なお、継続貸出は、2回までです。 

 

（2）本の返し方 

借りている本をカウンターへ持って来て下さい。図書館閉館時は、ブックリターンポストを利用して下さい。 

 

（3）返却が遅れた場合 

ｱ）遅れた日数だけ貸出停止の処置をします。 

ｲ）返却期間を 1ヵ月以上経過した場合は、督促の連絡をします。 

ｳ）貸出停止日数が 30 日を越える場合は、貸出停止期間を 30 日とします。 

 

4．図書館施設の利用について 
（1）閲覧室（サイレントエリア・グループワークエリア・アクティブエリア・プレゼンエリア） 

館内では、図書や雑誌は手続きなしで利用できます。 

サイレントエリアは静かに読書・学習するスペースです。 

アクティブエリアは話し合いをしながら学習することのできるスペースです。人数に応じて机と椅子を組みかえて利

用できます。 

グループワークエリアは少人数で机を囲んで学習するスペースです。 

プレゼンエリアはプロジェクタ・スクリーンを利用して発表練習などをすることのできるスペースです。 

グループワークエリア・アクティブエリア・プレゼンエリアはそれぞれ予約をすることができます。 

 

（2）レファレンスコーナー 

事典、辞書、白書類などの利用の高い図書が配架してあります。 

 

（3）新聞コーナー 

新聞架に当日の全国紙、地方紙をはじめ専門紙、外国紙などがあります。当日以前の新聞も保管してありますので、

館員に尋ねて下さい。 

 

（4）ＡＶコーナー 

視聴覚資料は、館内での利用のみです（禁帯出）。利用の際は、「利用申込票」に必要事項を記入し、「学生証」を添え

てカウンターへ申し出て下さい。利用時間は、平日の 9：00～17：00（受付は 16：00 まで）です。 
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5．図書館資料の利用について 
（1）図書の探し方 

図書館の図書は全て、内容を表す番号（日本十進分類法ＮＤＣ）の順に配列してあります。同じ内容の本を一ヵ所に

集め、また似た内容の本を近くに置いて探し易くするためです。番号は、本の背ラベルに表示してあります。 

効率的に図書を探す方法として、蔵書検索端末機による検索があります。 

探していた図書の情報が見つかったら、内容を表す番号を確認し、書架から本を探して下さい。 

 

（2）雑誌の探し方 

図書館では、学術雑誌を展示しています。（禁帯出） 

新着雑誌が並べられた展示書架の後ろは収納式になっています。雑誌ののっている棚を上に持ちあげると、その年の

バックナンバー(既刊の号)が収めてあります。バックナンバーは原則的に製本し、図書資料として書庫に配架します。

また、探している雑誌が本学にない時は、他大学などからコピーを取り寄せることもできます。 

 

6．図書の予約 
必要としている本が貸出中の時は予約ができ、返却された時優先的に借りることができます。貸出中かどうかの確認は

蔵書検索端末機でできますが、わからなければ、館員に尋ねて下さい。 

 

7．文献複写サービス 
図書館資料の複写を必要とする利用者にコピーサービスを行っています。ただし、複写は著作権法に抵触しない範囲で、

「文献に関する自動複製機器(コピー機)利用願い」に必要事項を記入し、利用して下さい。 

複写はコイン式でセルフサービスです。 

 

8．利用相談 
図書館の利用、資料の探し方などわからないことがあれば、館員に尋ねて下さい。例えば、以下のような時です。 

（1）探している本が見つからない。 

（2）本を借りたい。 

（3）どんな資料を探したらよいかわからない。 

（4）本学にない資料のコピーが欲しい。 

（5）よその図書館へ行きたい。 

 

9．貸出用パソコンの利用について 
図書館内での利用に限り、タブレットパソコンの貸し出しをします。利用したい場合は図書館員に申し出て下さい。 

 

10．他大学等図書館の利用について 
（1）教職員及び学生は、図書館を通じて他大学及び他の機関の図書館等を利用することができます。 

（2）図書館利用の範囲、方法は、閲覧、複写物の取り寄せ、借用等で、相手館の指示に従うものとします。 

（3）利用の申込みは所定の用紙に必要事項を記入の上、提出して下下さい。 

（4）複写物の取り寄せ、郵便による資料の借用などの料金は申込者の負担となります。 

 

11．図書館利用上の注意事項 
（1）図書館内では携帯電話の通話は禁止です。携帯電話は電源を切るかマナーモードに設定して入館して下さい。 

（2）傘及び手持品は各自の責任において保管して下さい。 

（3）図書のまた貸し、また借りをしないで下さい。他の人の学生証を使って図書を借りないで下さい。理由の如何を問わず、

貸出名義人が全責任を追うことになりますので、安易に学生証の貸し借りをするのは絶対にやめましょう。 

（4）図書を紛失または破損した場合は原則として現物をもって弁償することになっていますが、先ず速やかに館員に届け、そ

の指示を受けて下さい。 

（5）図書館内での飲食は禁止です。ただし、密閉できる容器に入った飲み物のみ利用できます。 

（6）その他館内での行動については館員の指示に従って下さい。 

（7）他の利用者に迷惑となる行為が著しい場合は退館してもらうこともあります。 
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日 本 十 進 分 類 表（８版） 
000 総 記 250 北アメリカ史 500 技術．工学．工業 750 工芸 
010 図書館 260 南アメリカ史 510 建設工学．土木工学 760 音楽．舞踊 

020 図書．書誌学 270 オセアニア史 520 建築学 770 演劇．映画 

030 百科事典 280 伝記 530 機械工学．原子力工学 780 スポーツ．体育 

040 一般論文．講演集 290 地理．地誌．紀行 540 電気工学．電子工学 790 諸芸．娯楽 

050 逐次刊行物．年鑑 300 社会科学 
550

海洋工学．船舶工学．

兵器 
800 言 語 

060 
学会．団体． 

研究調査機関 

310 政治 810 日本語 
320 法律 560 金属工学．鉱山工学 820 中国語．東洋の諸言語

070 ジャーナリズム．新聞 330 経済 570 化学工業 830 英語 

080 叢書．全集 340 財政 580 製造工業 840 ドイツ語 

090  350 統計 590 家政学．生活科学 850 フランス語 

100 哲 学 360 社会 600 産 業 860 スペイン語 

110 哲学各論 370 教育 610 農業 870 イタリア語 

120 東洋思想 380 風俗習慣．民俗学 620 園芸．造園 880 ロシア語 

130 西洋哲学 390 国防．軍事 630 蚕糸業 890 その他諸言語 

140 心理学 400 自然科学 640 畜産業．獣医学 900 文 学 

150 倫理学 410 数学 650 林業 910 日本文学 

160 宗 教 420 物理学 660 水産業 920 中国文学．東洋文学 

170 神道 430 化学 670 商業 930 英米文学 

180 仏教 440 天文学．宇宙科学 680 運輸．交通 940 ドイツ文学 

190 キリスト教 
450 

地球科学．地学. 

地質学 

690 通信事業 950 フランス文学 

200 歴 史 700 芸 術 960 スペイン文学 

210 日本史 460 生物科学．一般生物学 710 彫刻 970 イタリア文学 

220 アジア史．東洋史 470 植物学 720 絵画．書道 980 ロシア文学 

230 ヨーロッパ史．西洋史 480 動物学 730 版画 990 その他諸文学 

240 アフリカ史 490 医学．薬学 740 写真．印刷   
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九州保健福祉大学学位規程 
 

第１章  総   則 

（目的） 

第 1 条 学校教育法第 104 条第 1 項から第 4 項並びに学位規則（昭和 28 年文部省令第 9 号）に基づき、本学において授与する

学位については、九州保健福祉大学学則、同大学院学則並びに同大学院（通信制）規程に定めるもののほか、この規程の定

めるところによる。 

（学位の種類） 

第 2条 本学において授与する学位は次の通りとする。 

    社会福祉学部                    学士（社会福祉学） 

    保健科学部                     学士（保健科学） 

    薬学部   薬学科                 学士（薬学） 

動物生命薬科学科            学士（動物生命薬科学） 

     生命医科学部                    学士（生命医科学） 

    通信教育部 社会福祉学部              学士（社会福祉学） 

  大学院 

   医療薬学研究科          博士課程     博士（医療薬学） 

    （通信制）社会福祉学研究科    修士課程     修士（社会福祉学） 

    （通信制）保健科学研究科     博士（前期）課程 修士（保健科学） 

    （通信制）連合社会福祉学研究科  博士（後期）課程 博士（社会福祉学） 

    （通信制）保健科学研究科     博士（後期）課程 博士（保健科学） 

（学位授与の基準） 

第 3条 学士の学位は、大学に 4年以上（ただし、薬学部薬学科においては 6年以上）在学し、卒業に必要な所定の単位を修得

した者に授与するものとする。 

2  修士の学位は、広い視野に立って精深な学識を修め、専攻分野における研究能力又は高度の専門性を要する職業等に必要

な高度の能力を有する者に授与するものとする。 

3  博士の学位は、専門分野について研究者として自立して研究活動を行い、又はその他の高度に専門的な業務に従事するに

必要な高度の研究能力及びその基礎となる豊かな学識を有する者に授与するものとする。 

（学位授与の要件） 

第 4条 学士の学位は、学部を卒業した者に授与する。 

2  修士の学位は、大学院の修士課程または博士（前期）課程を修了した者に授与する。 

3  博士の学位は、次の者に授与する。 

 一（課程修了による学位）医療薬学研究科博士課程（以下「当該博士課程」という）、（通信制）連合社会福祉学研究科並び

に（通信制）保健科学研究科の博士（後期）課程（以下「当該博士（後期）課程」という）を修了した者。 

 二（論文提出による学位）本学大学院博士（後期）課程特別研究生として必要な指導を受け、博士論文の審査に合格し、か

つ、本学博士課程を修了した者と同等以上の学力を有することを諮問により確認された者。 

 

第２章  学士の学位 

（学位記の様式） 

第 5条 学士の学位記は、別表Ⅰによる。 

 

第３章  修士の学位 

（論文の提出条件） 

第 6 条 修士の学位論文（以下「修士論文」という。）は、修士課程または博士（前期）課程に 2 年以上在学し、所定の単位を

修得（見込み）した者でなければ、これを提出することはできない。 

ただし、在学期間に関しては、優れた業績を上げた者については、大学院に 1年以上在学すれば足りるものとする。 

（修士論文の作成） 

第 7条 修士論文は、指導教授の指導と承認の下に作成するものとする。 

（修士論文の提出方法） 

第 8条 修士論文は、指定された部数を指定された日時までに当該研究科長に提出するものとする。 

（審査の委嘱） 

第 9条 修士論文の審査は、当該研究科教授会で承認された審査委員によってこれを行う。 

2  修士論文審査委員は、指導教授を主査とし、副査の当該専攻所属の教員 1名以上をあてるものとする。 

3  前項に加えて必要のあるときは、当該研究科教授会の意見を聴き、副査として当該専攻以外の教員等をあてることができ

る。 

（最終試験） 

第 10 条 最終試験は、前条の審査委員が中心となってこれを行う。 

（審査の時期） 

第 11 条 修士論文の審査は、当該論文の提出期限後、おおむね 1ヶ月以内に終了するものとする。 
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（審査結果の報告、承認） 

第 12 条 審査委員は、修士論文の審査結果を当該研究科教授会に報告し、承認をされなければならない。 

（学位記の様式） 

第 13 条 修士の学位記は、別表Ⅱによる。 

 

第４章  博士の学位 

第 1節 課程修了による学位 

（博士論文の提出条件） 

第 14 条 博士の学位論文（以下「博士論文」という。）は、当該博士課程においては 4年、当該博士（後期）課程においては 3

年以上在学して、所定の単位を修得（見込みを含む）し、かつ、必要な研究指導を受けた者が研究指導教員の承認を得て論

文を作成し、提出するものとする。 

ただし、優れた研究業績をあげた者については、大学院学則第 12 条及び大学院（通信制）規程第 10 条第 2 項各号に基づく

年数以上在学すれば博士論文を提出することができる。 

（学位授与の申請） 

第 15 条 博士論文は、別記学位授与申請書に論文内容の要旨を添え、当該研究科長を経て学長に提出するものとする。 

2  博士論文は、指定された部数を指定された日時までに提出するものとする。 

（審査の委嘱） 

第 16 条 学長は、学位授与申請書を受理したときは、当該研究科教授会にその審査を付託するものとする。 

 2  審査については、予備審査、最終試験および本審査とする。予備審査は当該研究科教授会が選出した予備審査委員が審査

するものとする。最終試験については、当該研究科が定める方法で実施するものとする。本審査については、当該研究科教授

会が審議するものとする。なお、予備審査委員については、別に定める。 

（予備審査） 

第 17 条 前条第 2項に基づく予備審査は、予備審査会を開催し審査するものとする。 

 2  予備審査委員は予備審査の結果を当該研究科教授会に報告し、本審査に付すか否かの承認を得なければならない。 

 3  当該研究科長は前項の結果を当該学生に通知しなければならない。 

（博士研究成果発表会） 

第 18 条 当該研究科長は第 16 条第 2項に基づき、前条第 2項の合格者に対し博士研究成果発表会を開催するものとする。 

（本審査及び最終試験） 

第 19 条 博士研究成果発表会終了後、当該研究科長は研究科教授会を招集し、本審査を行うものとする。 

 2  本審査合格の議決は、当該研究科教授会出席者の 3分の 2以上の同意を得なければならない。 

3  最終試験は、本審査の前までに合格しなければならない。 

（学長への報告） 

第 20 条 前条における研究科教授会が議決をしたときは、その議長は論文内容の要旨、論文の審査結果の要旨に、当該研究科

教授会の意見書を添えて学長に報告しなければならない。 

（学位の授与） 

第 21 条 学長は前条の報告に基づき学位を授与すべき者には、所定の学位記を授与し、学位を授与できない者にはその旨を通

知する。 

（学位記の様式） 

第 22 条 課程修了による博士の学位記は、別表Ⅲ－1及びⅢ－2による。 

 

  第 2 節 論文提出による学位  

（審査の要求） 

第 23 条 本学大学院の当該博士課程及び当該博士（後期）課程を経ずして、博士の学位を得ようとする者は、博士論文を提出

して審査を要求することができる。 

（学位授与の申請） 

第 24 条 前条の規定により学位を請求する者は、別記学位授与申請書に博士論文、履歴書、論文内容の要旨および審査手数料

（別に定める）を添え、当該研究科長を経て学長に提出しなければならない。 

2  博士論文は、指定された部数を指定された日時までに提出するものとする。 

（退学者の学位授与の申請） 

第 25 条 本学大学院の当該博士課程及び当該博士（後期）課程に所定の年限以上在学した者が、学位の授与を申請するときは、

前条の規定による。 

（博士論文および審査手数料の返付） 

第 26 条 受理した博士論文及び納付した審査手数料は、返還しない。 

（試験の方法） 

第 27 条 第 24 条または第 25 条の申請があるときは、当該申請者について、その専攻分野並びに外国語に関する学力の認定を

行った上で審査に付する。 

2  専攻分野に関する学力の確認は、当該博士課程及び当該博士（後期）課程に所定の年限以上在学して所定の単位を修得し、

かつ、必要な研究指導を受けた者と同等以上の学力の有無を試問によって行う。 

3  外国語に関する学力認定は、試問によって行う。 

4  前 2 項の試問は、口頭又は筆答による。 

5  本条に規定する学力の認定は、他の方法によることができる。 

 



40 

 

（試問の免除） 

第 28 条 第 25 条に該当する者が、博士論文を提出して、審査を請求するときは、前条の試問を免除することができる。 

（審査試問判定結果） 

第 29 条 学位申請者の博士論文の審査試問並びに判定等については、第 16 条、第 17 条、第 18 条第 2項、第 19 条、第 20 条の

規定を準用する。ただし、第 16 条、第 17 条及び第 19 条に最終試験とあるのは、試験と読み替えるものとする。 

（審査の期間） 

第 30 条 学位申請者の博士論文の審査は、博士論文を受理して、おおむね 1年以内に終了するものとする。 

（学位の授与） 

第 31 条 学位申請者の学位記の授与については、第 21 条を準用する。 

（学位記の様式） 

第 32 条 学位申請者の博士の学位記は、別表Ⅳによる。 

 

 第 3 節 審査要旨の公表等 

（学位授与の報告） 

第 33 条 本学は、博士の学位を授与したときは、当該学位を授与した日から 3 ヶ月以内に、別表様式による学位報告書を文部

科学大臣に提出するものとする。 

（論文要旨等の公表） 

第 34 条 本学において博士の学位を授与したときは、当該博士の学位を授与した日から 3 ヶ月以内に、その論文の要旨及び論

文審査結果の要旨をインターネットの利用により公表するものとする。 

2 博士の学位を授与された者は、当該博士の学位を授与された日から一年以内に、当該博士の学位の授与に係る論文の全文

を公表するものとする。ただし、当該博士の学位を授与される前に既に公表したときは、この限りではない。 

3 前項の規定にかかわらず、やむを得ない理由がある場合には、本学の承認を得て、当該論文の全文に代えてその内容を要

約したものを公表することができる。この場合において、本学は、その論文を求めに応じて閲覧に供するものとする。 

4 前 2 項の規定による公表は、本学が指定するインターネットの利用により行うものとする。 

 

第５章  学位の取り消し 

（学位授与の取り消し） 

第 35 条 本学において、学士、修士又は博士の学位を授与された者で、次の事実があったときは、学長は、学士について当該

教授会、修士又は博士については当該研究科教授会の意見を聴き、学位の授与を取り消し、学位記を返付せしめ、かつ、そ

の旨を公表する。 

 （1） 不正の方法によって学位を授与された事実が判明したとき 

 （2） 栄誉を汚辱する行為があったとき 

2  前項は、学士について当該教授会、修士又は博士については、当該研究科教授会の構成員の 3分の 2以上が出席し、かつ、

3分の 2以上の同意を要する。 

 

第６章  その他 

（学位の名称） 

第 36 条 学位を授与された者が、学位の名称を用いるときは、当該学位を授与した本学名を付記するものとする。 

（記録の保存） 

第 37 条 学位を授与したときは、必要事項を記録した学位授与記録簿を作成し、これを担当部署において保存する。 

第 38 条 削除 

（学位論文の保存） 

第 39 条 審査を終了した修士学位論文及び博士学位論文は、本学附属図書館に保存するものとする。 

（雑則） 

第 40 条 この規程に定めるもののほか、必要な事項は、別にこれを定める。 

 

附 則 この規程は平成 11 年 4月 1日から施行する。 

附 則 この改正規程は平成 14 年 4月 1 日から施行する。 

附 則 この改正規程は平成 15 年 4月 1 日から施行する。 

附 則 この改正規程は平成 16 年 4月 1 日から施行する。 

附 則 この改正規程は平成 18 年 4月 1 日から施行する。 

ただし、この改正前に入学した学生は、第 3条第 1項については従前の規定による。 

附 則 この改正規程は平成 19 年 4月 1 日から施行する。 

附 則 この改正規程は平成 20 年 4月 1 日から施行する。 

ただし、この改正前に入学した学生は、第 2条については従前の規定による。 

附 則 この改正規程は平成 22 年 4月 1 日から施行する。 

    ただし、この改正前に入学した学生は、第 4 条については従前の規定による。 

附 則 この改正規程は平成 24 年 4月 1 日から施行する。 

ただし、この改正前に入学した学生は、第 2 条、第 4 条第 3 項の 2、第 14 条及び第 22 条については従前の規定に

よる。  

附 則 この改正規程は平成 26 年 4月 1 日から施行する。 

附 則 この改正規程は平成 27 年 4月 1 日から施行する。 
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附 則 この改正規程は、平成２９年４月１日から施行する。 

ただし、この改正前に入学した学生は、第２条、第４条第２項、第６条及び第１３条については従前の規定による。  
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学位規程 別表Ⅰ（Ａ４版） 

 

学第   号 

 

 

学  位  記 
 

氏    名 

生 年 月 日 

  

本大学○○学部○○○○学科所定の 
課程を修め本学を卒業したので 
学士（○○○）の学位を授与する 

 

 

 九 

州

 

福 

祉

 

之 

 

○○○○年○○月○○日

保 

健 

 

大 

学 

 

 
 

印 

 

学校法人順正学園 総長 印 

九州保健福祉大学 学長 印 

 

 
学位規程 別表Ⅱ-1（Ａ３版） 

 

 修第   号 

 

 

 

学  位  記 
 

本籍（都道府県） 

氏     名 

生 年 月 日 

 

 

 

 

 

 

本 大 学 大 学 院 ○ ○ 学 研 究 科 ○ ○ 学 専 攻

の 修 士 課 程 に お い て 所 定 の 単 位 を 修 得

し 学 位 論 文 の 審 査 お よ び 最 終 試 験 に 合

格 し た の で 修 士 （ ○ ○ 学 ） の 学 位 を 授

与 す る  

 

 

九 

州 

保 

健 

 

福 

祉 

大 

学 

 

之 
 
 
 
 

印 

 

 

 

○○○○年○○月○○日 

 

 

 

学校法人順正学園 総長 印 

九州保健福祉大学 学長 印 
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学位規程 別表Ⅱ－２（Ａ３版） 

 

 修第   号 

 

 

 

学  位  記 
 

本籍（都道府県） 

氏     名 

生 年 月 日 

 

 

 

 

 

 

本 大 学 大 学 院 ○ ○ 学 研 究 科 ○ ○ 学 専 攻

の 博 士 （ 前 期 ） 課 程 に お い て 所 定 の 単

位 を 修 得 し 学 位 論 文 の 審 査 お よ び 最 終

試 験 に 合 格 し た の で 修 士 （ ○ ○ 学 ） の

学 位 を 授 与 す る  

 

 

九 

州 

保 

健 

 

福 

祉 

大 

学 

 
之 

 
 
 
 

印 

 

 

 

○○○○年○○月○○日 

 

 

 

学校法人順正学園 総長 印 

九州保健福祉大学 学長 印 
 

 

 

 

 

 

学位規程 別表Ⅲ－1（Ａ３版） 

 

博甲第   号 

 

 

 

学  位  記 
 

本籍（都道府県） 

氏     名 

生 年 月 日 

 

 

 

 

 

 

本 大 学 大 学 院 ○ ○ 学 研 究 科 ○ ○ 学 専 攻

の 博 士 （ 後 期 ） 課 程 に お い て 所 定 の 単

位 を 修 得 し 学 位 論 文 の 審 査 お よ び 最 終

試 験 に 合 格 し た の で 博 士 （ ○ ○ 学 ） の

学 位 を 授 与 す る  

 

 

 

九 

州 

保 

健 

 

福 

祉 

大 

学 

 

之 
 
 
 
 

印 

 

 

 

○○○○年○○月○○日 

 

 

 

学校法人順正学園 総長 印 

九州保健福祉大学 学長 印 
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学位規程 別表Ⅲ－2（Ａ３版） 

 

博甲第   号 

 

 

 

学  位  記 
 

本籍（都道府県） 

氏     名 

生 年 月 日 

 

 

 

 

 

 

本 大 学 大 学 院 ○ ○ 学 研 究 科 ○ ○ 学 専 攻

の 博 士 課 程 に お い て 所 定 の 単 位 を 修 得

し 学 位 論 文 の 審 査 お よ び 最 終 試 験 に 合

格 し た の で 博 士 （ ○ ○ 学 ） の 学 位 を 授

与 す る  

 

 

 

九 

州 

保 

健 

 

福 

祉 

大 

学 

 
之 

 
 
 
 

印 

 

 

 

○○○○年○○月○○日 

 

 

 

学校法人順正学園 総長 印 

九州保健福祉大学 学長 印 
 

 

 

 

 

学位規程 別表Ⅳ（Ａ３版） 

 

博乙第   号 

 

 

 

学  位  記 
 

本籍（都道府県） 

氏     名 

生 年 月 日 

 

 

 

 

 

 

本 大 学 に 学 位 論 文 を 提 出 し 所 定 の 審 査

及 び 試 験 に 合 格 し た の で 博 士（ ○ ○ 学 ）

の 学 位 を 授 与 す る  

 

 

 

 

 

九 

州 

保 

健 

 

福 

祉 

大 

学 

 

之 
 
 
 
 

印 

 

 

 

○○○○年○○月○○日 

 

 

 

学校法人順正学園 総長 印 

九州保健福祉大学 学長 印 
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九州保健福祉大学大学院納付金納入規程 

 

（趣旨） 

第１条 入学検定料のほか、学生より徴収する授業料及びその他の納付金はこの規程による。 

（入学検定料） 

第２条 入学検定料は 30,000 円とする。 

（授業料及びその他の納付金） 

第３条 授業料及びその他の納付金（以下「納付金」という。）の期別及び金額は別表１のとおりとする。 

２ 博士課程の修了要件に必要な単位を修得し、かつ引き続き修士論文指導のみを受ける者の納付金は、別表１-２のとおりと

する。 

３ 前項の納付金の納付期限は次の 2期とする。 

  前期納付金  4 月 27 日 

  後期納付金 10 月 27 日 

  ただし，納付期限が金融機関休業日にあたる場合は翌営業日を納付期限とする。 

４ 前項のうち、入学手続時の納付金は募集要項に指定する日までに納入しなければならない。 

５ 納付金の減免については、別に定める。 

（納入方法） 

第４条 納付金の納入は、原則として本学所定の用紙による口座振込により納入する。 

（分納・延納） 

第５条 学生又は保護者が、次の各号の一に該当する事由により、第 3条第 4項に定める納付期限までに一括で納入することが

困難であると認められ、納付金の分納又は延納を希望する場合、納付期限の１週間前までに所定の様式により学長に願い出て、

許可を得なければならない。 

① 学生又は保護者が、震災、風水害、火災その他の災害を受け、又は盗難にかかり著しく資力を喪失したとき。 

  ② 学生若しくは保護者、又はこれらの者と生計を一にする親族が、病気、又は負傷等により高額な医療費を要し、一時に

納付することが困難なとき。 

  ③ 保護者が事業を廃止し、若しくは休業し、又は著しい損失を受け、一時に納付することが困難なとき。 

  ④ 前各号の一に該当する事実に類する事由で、学長がやむを得ないと認めたとき。 

  ただし、別表１‐２の納付金については、分納又は延納を認めない。 

２ 分納及び延納の期日は、別表２のとおりとする。 

  ただし、別表２の期日に寄り難い場合、その事由を添えて学長に願い出ることで、期日の変更を認められることがある。 

３ 分納及び延納の許可は、願い出た金額を確実に納付できると判断できるものに限る。万一、許可した期限を遅延したときは、

以後の分納及び延納は認めないものとする。 

（滞納処分） 

第６条 所定の期日までに納付金の納入を怠っている者は、大学院学則により処分を受けることがある。 

（除籍処分） 

第７条 納付金を正当な理由なく滞納し、再三の督促に応じないときは、学則により処分を受ける。 

（再入学） 

第８条 再入学を許可された者は、その入学許可を受けた年度の入学金、授業料及びその他の納付金を納入しなければならない。 

（納付金の不返還） 

第９条 既納の納付金は原則として返還しない。 

（納付金の改定） 

第 10 条 納付金は、経済情勢、その他の事情により、在学中でもその額を改めることがある。 

（特待生） 

第 11 条 特待生の納付金の額は別表１のとおりとする。 

（科目等履修生,長期履修生） 

第 12 条 科目等履修生規程のうち、登録料と履修料は履修手続き時に納入しなければならない。 

（証明書等） 

第 13 条 各種証明書の料金は別表３のとおりとする。 

２ 申請及び料金の支払は証明書自動発行機でおこなうか、または券売機で証紙を購入し、証明書交付願に添付の上、担当課で

交付を受けるものとする。 

 

附則 この規程は平成 15 年４月１日より施行する。 

附則 この改正規程は平成 18 年４月１日より施行する。 

附則 この改正規程は平成 19 年４月１日より施行する。 

附則 この改正規程は平成 24 年４月１日より施行する。 

附則 この改正規程は平成 26 年４月１日より施行する。 

附則 この改正規程は平成 19 年４月１日より施行する。 

附則 この改正規程は平成 27 年４月１日より施行する。 
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附則 この改正規程は平成 28 年４月１日より施行する。 

附則 この改正規程は 2019 年４月１日より施行する。 
 
 
 
 
別表１ 
入学金 150,000 円 
 
医療薬学研究科 単位：円 

費 目 
一 般 特 待 生 A 特 待 生 B 

前期納付金 後期納付金 合 計 前期納付金 後期納付金 合 計 前期納付金 後期納付金 合 計 

授業料 490,000 490,000 980,000 240,000 240,000 480,000 340,000 340,000 680,000

 
別表１-２ 
医療薬学研究科               単位：円 

 
 
 

 
 
別表２ 

納付区分 納付費目 納付期限 
分納（入学手続金） 入学金 募集要項に指定する日 

前期納付金 4 月 27 日 
分納※ 前期納付金 1 回目 5 月 27 日 

前期納付金 2 回目 7 月 27 日 
後期納付金 1 回目 11 月 27 日 
後期納付金 2 回目 1 月 27 日 

延納※ 前期納付金 7 月 27 日 
後期納付金 1 月 27 日 

※分納の納付金額は、前期・後期ともに原則等分とする。 
 
 
別表３ 
証明書交付手数料 

種 別 担 当課 料  金 備  考 
学     生     証 学生課 2,000 円 再交付のみ 

通 学 区 間 証 明 書 学生課 無料  
通  学  証  明  書 学生課 無料  
学校学生生徒旅客運賃割引証 学生課 無料  
在  学  証  明  書 学生課 100 円  

成績・単位修得証明書 教務課 100 円 就職活動で必要な場合はキャリアサポートセンター
成績・単位修得見込証明書 教務課 100 円 〃 

修 了 見 込 証 明 書 教務課 100 円 〃 
修  了  証  明  書 教務課 100 円 〃 
健 康 診 断 証 明 書 学生課 100 円 〃 
人  物  考  査  書 キャリアサポートセンター 100 円  
推     薦     書 キャリアサポートセンター 100 円  

そ の 他 証 明 書  100 円  
その他証明書 
「納付金額証明書」・「納付金納入済証明書」 等 

 

費 目 前期納付金 後期納付金 合 計 

授業料 120,000 120,000 240,000
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九州保健福祉大学大学院医療薬学研究科博士課程論文指導及び審査規程 
 

 (主旨) 

第１条 この規程は九州保健福祉大学大学院医療薬学研究科博士課程(以下「博士課程」という)において実施

される研究指導体制、論文指導体制、原則的な研究指導スケジュール、博士の学位論文(以下「博士論文」

という)を提出するための要件、予備審査、博士研究成果発表会、最終試験及び本審査等について定めるも

のである。 

(指導体制) 

第２条 研究指導及び論文指導は研究指導教員が行う。 

２ 公開研究成果報告会においては、研究指導教員のみならず、研究科の全専任教員が研究の妥当性等につい

て指導を行う。 

(研究指導教員の決定) 

第３条 学生は定められた期日までに希望する研究指導教員を研究科長に申告する。研究科委員会は当該院生

の研究テーマ等を総合的に検討し研究指導教員を決定する。 

 (ガイドライン等の遵守) 

第４条 学生は本学が定める倫理規程等のガイドラインを遵守して研究を進めなければならない。 

(予備審査) 

第５条 学位申請者は予備審査を受けなければならない。 

２ 研究科委員会が委嘱する予備審査委員が学位申請者の出席を求め非公開で予備審査を行う。予備審査委員

は主査１名及び副査３名を原則とする。研究指導教員は、主査になることはできない。 

３ 予備審査にあたっては以下の要件を加える。 

 本博士課程在学中に博士論文として本研究科が認定する権威ある学術雑誌に１編以上論文発表すること。

または当該論文の掲載が受諾されている場合はこれを可とすることができる。当該論文は単著または学位

申請者が筆頭著者でなければならない。 

４ 本研究科が認定する「権威ある学術雑誌」とは、インパクトファクター(IF)を持つ国際英語学術雑誌を基

準とする。その他の学術雑誌（査読有）については、当該論文投稿前に研究科委員会において別途審議し認

定する。 

５ 予備審査において、予備審査委員は博士論文の内容審査をおこなうと共に、学位申請者に当該論文内容の

プレゼンテーションを課し、研究の新規性・社会貢献、プレゼンテーション能力、論理的思考能力の評価

を行う。 

６ 予備審査の評価結果については主査が研究科委員会に報告し、同研究科委員会から本審査に付すか否かの

承認を得なければならない。 

７ 本審査に付すか否かの最終的な結果については研究科長が当該学生に通知する。 

８ 本審査に付すことが承認された場合、博士論文の審査に係るこれ以降の手続きについては九州保健福祉大

学学位規程第 18 条から第 22 条による。 

(博士研究成果発表会)  

第６条 研究科長は、予備審査合格者に対し博士研究成果発表会を公開で行う。 
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 (本審査及び最終試験) 

第７条 博士研究成果発表会終了後、研究科長は研究科委員会を招集し、同研究科構成員の３分の２以上の出

席を得て本審査を行う。研究科委員会は、研究の新規性・社会貢献、プレゼンテーション能力、論理的思

考能力等を総合的に評価して合否を議決しなければならない。 

２ 研究科委員会での本審査合格の議決は、出席者の３分の２以上の同意を要する。 

３ 本審査の前までに、科学領域英語の最終試験に合格していなければならない。 

４ その他 

（論文提出による学位） 

第８条 論文提出による学位の予備審査にあたっては以下の要件を加える。 

 学部卒業後６年以上の研究歴を有する者で、学位申請者がこれまで本研究科が認定する権威ある学術雑

誌に３編以上論文発表していること。これらの論文は、単著または学位申請者が筆頭著者でなければなら

ない。さらに本研究科に特別研究生として６カ月以上在籍し、博士論文として本研究科が認定する権威あ

る学術雑誌に１編以上論文発表していること。または当該論文の掲載が受諾されている場合はこれを可と

することができる。当該論文は単著または学位申請者が筆頭著者でなければならない。 

 

附 則 この規程は、平成 24 年 4 月 1日から施行する。 
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